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お問い合わせ先
ご質問がある場合、弊社のカ ス タ マサポー ト セン
タ ーにお問い合わせ く だ さ い。

 • 海外の場合、弊社ウ ェ ブサイ ト （
www.beckman.com/support/technical）を ご覧 く だ
さ い

 • 米国およびカナダからは、1-800-369-0333まで
お電話 く だ さ い。

 • オース ト リ アからは、0810 300484までお電話
く だ さ い

 • ド イ ツからは、02151 333999までお電話 く だ さ
い

 • スウ ェ ーデンからは、+46 (0) 8 564 859 14まで
お電話 く だ さ い

 • オ ラ ンダからは、+31 348 799 815までお電話 く
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 • フ ラ ン スからは、0825838306 6までお電話 く だ
さ い

 • 英国からは、+44 845 600 1345までお電話 く だ
さ い

 • ア イルラ ン ド からは、+353 (01) 4073082までお
電話 く だ さ い

 • イ タ リ アからは、+39 0295392 456までお電話
く だ さ い

 • その他の地域では、最寄 り のBeckman Coulterの
代理店にお問い合わせ く だ さ い。

1つまたは複数の特許の対象 と な っ ている場合があ
り ます。 - www.beckman.com/patentsを参照し て く だ
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改定履歴
本文書は、記載 さ れ る最新の ソ フ ト ウ ェ アお よ びそれ以降のバージ ョ ンに適用 さ れま
す。 ソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ン ア ッ プに よ り こ の文書の情報が変更 さ れ る場合は、
ベ ッ ク マ ン･コ ール タ ーの ウ ェ ブサ イ ト に新 し い版が リ リ ース さ れます。更新について
は、beckman.com/techdocs.を ご覧いただ き、お客様の装置に合っ た最新バージ ョ ンの
取扱説明書ま たはシ ス テ ムヘルプを ダ ウ ン ロ ー ド し て く だ さ い。

初版 C69724AA、2021年8月 
ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン043
改定版AB、2021年10月 
以下の点を変更・追加 し ま し た。著作権ページ（表紙内側）にUKCA記号 と 取 り 組みを
追加。改訂履歴、 ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン。Allegra V-15R遠心機に使用 さ れ る 安全性の
注意事項、安全性お よ び規制に関する 記号、安全性に関す る記号。第1章シ ス テ ムにつ
いて：表1.2仕様。
改定版AC、2022年1月 
以下の点を変更・追加 し ま し た。第1章シ ス テ ムについて、表1.2仕様。第2章操作、ECO

（エ コ）モー ド を有効/無効にする 。第2章操作、減速。第3章 ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ
手順について、表3.1、診断エ ラ ー コー ド と エ ラ ー メ ッ セージについての図。付録A、
開梱お よ び取付、空間お よ び場所の要件。
改定版AD、2022年2月
以下の点を変更・追加 し ま し た。安全性の注意､機械面に関す る安全性｡ 第2章、操作、
ロ ー タ の取 り 付け。第4章、遠心機の メ ン テナン ス、装置の保守、清掃。
AE版、2022年4月
変更ま たは追加は以下の と お り 。  
安全に関す る注意、機械面に関する安全性。 
は じ めに、使用目的；表記規則、書式に よ る 表記規則。
第１章：シ ス テ ムについて、遠心機の原理、機能 と 安全機能、遠心機の機能；遠心機
のシ ャ ーシ、 ド ラ イ ブ； コ ン ト ロ ール と イ ン ジ ケー タ 、コ ン ト ロ ールパネル；仕様、
表1.2、仕様；使用で き る ロ ー タ 、表1.3、Allegra V-15Rで使用可能な ロ ー タ
第4章：遠心機の メ ン テナン ス、消耗品の一覧、交換部品。
AF版、2022年6月
変更ま たは追加は以下の と お り 。  
安全性の注意、電気安全、高電圧；安全性の注意、機械面に関す る安全性。
第1章：シ ス テ ムについて、仕様、表 1.2, 仕様。
第2章：操作、 ロ ー タ の取 り 付け；手動遠心；手動遠心、ス ピー ド 、ホール ド 実行、実
行時間 ク ロ ッ ク 、温度、事前冷却、プ ロ グ ラ ム「Rapid Temp（急速温度）」、パルス実
行、 ド ア、AutoOpen（自動オープン）、Buzzer（ブザー）；プ ロ グ ラ ム遠心、保存 し た
プ ロ グ ラ ムの読み込み と 実行。
第3章： ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ手順について、表 3.1, 診断エ ラ ーコ ー ド お よ び メ ッ
セージチ ャ ー ト 、表 3.2, ト ラ ブルシ ュ ーテ ィ ン グ一覧。
第4章：遠心機の メ ン テナン ス、装置の保守、遠心機の メ ン テナン ス、プ ラ ス チ ッ ク 製
付属品。
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改定履歴
  
付録A：開梱お よ び取付、設置空間の要件；開梱、輸送安全装置の取 り 外 し ；電気仕様
付録B：保管 と 輸送、輸送安全装置、設置。
付録C：加速お よ び減速プ ロ フ ァ イ ル、表 C.1, Allegra V-15Rの加速お よ び減速プ ロ フ ァ
イ ル。

注記：最新の改訂版に含まれ る 変更は、修正ページの余白にバーに よ り テ キ ス ト 形式
で表示 し てい ます。
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安全性の注意
装置を操作する前にすべての製品マニ ュ アルをお読み く だ さ い。 すべての説明を注意
深 く 読ま ない限 り 、いかな る手順 も 実行 し ないで く だ さ い。 製品の ラ ベル表示事項を
遵守 し 、製造者の推奨に従っ て く だ さ い。 操作を行 う 上で疑問があ る場合は、弊社ま
でお問い合わせ く だ さ い。
Beckman Coulter, Inc.では、お客様お よ び従業員にバ リ アプ ロ テ ク シ ョ ンの使用な ど健康
お よ び安全に関す るすべての国内規格を遵守する よ う にお願い し てい ます。 本装置な
ど の検査用自動機器を操作ま たは メ ン テナン スする 場合、保護めがね、手袋、お よ び
適切な実験用衣服の着用が必要ですが、それだけに限定 さ れません。 なん ら かの手順
を実行する 場合には、手袋、保護めがね、白衣な どの個人用保護装置（PPE）を装着 し
て く だ さ い。 怪我を避け る ために、本書の全ての注意お よ び警告に従っ て く だ さ い。

警告
Beckman Coulter, Inc.が指定し ていない方法で装置を使用する場合、装置の
プ ロ テ ク シ ョ ンが損なわれる可能性があ り ます。

危険、警告、注意、注の各事項に関する本書での表示

本文書中の危険、警告、お よ び注意の全てに、三角形で囲まれた感嘆符が付け ら れて
い ます。
感嘆符のシ ン ボルは国際的なシ ン ボルの1つで、設置、使用、 メ ン テナン ス、お よ び
サービ ス を開始す る前に、全ての安全上の指示項目に目を通 し て理解 し てお く 必要が
あ る こ と を喚起 し ます。

危険
「危険」は、実際に発生する と 致死や重度の傷害を招 く 可能性の高い危険な

状況を示 し ます。

警告
「警告」は、実際に発生する と 致死や重度の傷害を招 く 可能性のある潜在的

に危険な状況を示 し ます。 

注意
「注意」は、実際に発生する と 軽度または中度の傷害あるいは機械的損傷を

招 く 可能性のある潜在的に危険な状況を示 し ます。 

注 「注記」は、本装置の設置、使用または修理時に従 う べき重要な情報に注意を喚起するため
に使用 し ます。
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安全性の注意
取 り 付けおよび メ ン テナンスにおける安全上の注意  
取 り 付けおよび メ ン テナンスにおける安全上の注意

警告
人身傷害または装置損傷のおそれがあ り ます。 Allegra V-15R遠心機の重量は
110 kg（243ポン ド ）です。一人で持ち上げた り 移動 さ せた り し ないで く だ
さ い。 重い物の持ち上げについては、安全性担当責任者の指示に従っ て く だ
さ い。

警告
傷害または装置損傷のおそれがあ り ます。 引火性試薬や可燃性液体の蒸気が
遠心機の空冷系統に入る と 、モータ ーによ っ て発火する可能性があ り ます。 
引火性の液体や蒸気の近 く で遠心機を使用 し た り 、引火性の液体や蒸気を本
装置で実行 し た り し ないで く だ さ い。

Allegra V-15R遠心機については、本取扱説明書に記載 さ れてい る メ ン テナン ス のみを実
施 し て く だ さ い。本取扱説明書で指定 さ れた以外の メ ン テナン ス は、Beckman Coulter
担当者のみが行 う こ と がで き ます。
重要 Beckman Coulterの担当者にサービ ス を依頼 し た り 、Beckman Coulterに修理のために部品を

返品する前に装置の除染を責任を持っ て実施 し て く だ さ い。 除染するべき品目が除染 さ れて
いなければ、Beckman Coulterはいかな る品目も受け取 り ません。 部品を返品する と きは、部
品は、内容物が安全に取扱い可能であ り 、それらが汚染 さ れていない こ と を明記 し て封を
し たビニール袋に入れて く だ さ い。

本装置のカバーを外す必要があ る サービ スは、感電事故や人身傷害を引き起 こ す可能
性があ り ます。 電源ス イ ッ チがオ フ で、コ ンセ ン ト か ら 電源プ ラ グ を抜 く こ と で遠心
機が主電源か ら 切断 さ れてい る こ と を確認 し た上で、 こ の よ う な整備は必ず資格のあ
る担当者に依頼 し て く だ さ い。 
本遠心機専用コ ン ポーネ ン ト を別の部品 と 交換 し ないで く だ さ い。
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安全性の注意
取 り 付けおよび メ ン テナンスにおける安全上の注意  
装置の安全に関する注意事項

警告
以下の場合、オペレー タ が怪我をするおそれがあ り ます。
 • 装置の操作前および操作中に全ての ド ア、カバー、パネルが開いてい

る、および/または所定の場所に固定 さ れていない。
 • セーフ テ ィ イ ン タ ーロ ッ ク およびセンサの完全性が損なわれている。
 • 装置のア ラームおよびエ ラー メ ッ セージが確認、対応 さ れていない。
 • 可動部への接触。
 • 破損部品の取扱いの間違い。
 • ド ア、カバー、パネルの開閉、取 り 外 し や交換の際の不注意。
 • ト ラ ブルシ ューテ ィ ングに不適切な ツールを使用 し ている。
 • カー ト （使用さ れている場合）のキャ ス ター（車輪）が所定の位置に

ロ ッ ク さ れていない。

怪我を避けるために:
 • 装置の使用中は、 ド ア、カバー、パネルを閉 じ る、および/または所定の

位置に固定する。
 • 装置の安全機能を最大限に活用する。 セーフ テ ィ イ ン タ ーロ ッ ク および

センサを無効に し ない。
 • 装置ア ラームおよびエ ラー メ ッ セージ をただちに確認 し 措置を と る。
 • 可動部から距離を保つ。
 • Beckman Coulter営業員に破損部品を報告する。
 • ド ア、カバーおよびパネルを開 く /取 り 外すおよび閉じ る/交換する時は

慎重に行 う 。
 • ト ラ ブルシ ューテ ィ ング時には適切な道具を使用する。
 • カー ト を使用する場合、必ずカー ト のキ ャ ス タ ーを使用前にロ ッ クす

る。

注意
本装置が指定外の方法で使用 さ れる と 、システムの完全性が損なわれ、操作
上の障害が発生する可能性があ り ます。 取扱説明書に従っ て装置を操作 し て
く だ さ い。

注意
本製品をBeckman CoulterまたはBeckman Coulter認定販売代理店以外から購
入、また現在Beckman Coulterと サービ ス保守契約を結んでいない場合、
Beckman Coulterでは製品が最新技術のものである こ と 、または製品に関す
る最新情報をお客様にお届けする こ と を保証で き ません。 サー ド パーテ ィ か
ら本製品を購入 さ れた場合、および本 ト ピ ッ ク に関 し 詳細情報を ご希望の場
合は、 弊社までお問い合わせ く だ さ い。
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安全性の注意
電気安全  
清掃中

警告
怪我または汚染の危険性があ り ます。有害物質 と接触 し た装置の清掃前に、
適切な薬品および生物学的安全の担当者に連絡 し て く だ さ い。 遠心機を洗浄
する際は、適切な個人用保護装置（PPE）を必ず使用 し て く だ さ い。

本取扱説明書に記載 さ れてい る Allegra V-15R遠心機の清掃手順に従っ て く だ さ い。有害
物質 と 接触 し た装置の清掃前に以下を行 う こ と を推奨 し ます。
 • 適切な化学、生物に関す る安全性の担当者に連絡す る。
 • ユーザーマニ ュ アル中の化学、生物に関する 安全性情報を確認す る。

電気安全

高電圧

電気に関わ る傷害 と 財産上の損害を防止する ため、すべての電気機器は使用を始め る
前に適切な検査を実施 し 、電気的な欠陥があればいかな る こ と で も 即座に報告 し て く
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安全性の注意
電気安全  
だ さ い。 装置の点検でカバーあ る いはパネルの取 り 外 し が必要 と な る いかな る 場合に
は、Beckman Coulterの担当者に連絡 し て く だ さ い。

危険
感電の危険性を減らすため、本装置は3股プ ラ グ付き電源コー ド と 接地 し た
3線式コ ンセン ト を使用 し ています。 コ ンセン ト が正し く 配線 さ れ接地処理
さ れている こ と を確認 し ます。
 • 電源の電圧が、遠心機に貼付 さ れた銘板の示す電圧に一致する こ と を確

認 し ます。
 • 3線を2線に変換する アダプ タ の使用は厳禁です。
 • 2線の延長コー ド や、接地処理 さ れていない複数の2線コ ンセン ト の付い

た延長コー ド などは絶対に使用 し ないで く だ さ い。
 • チ ャ ンバー ド アの上や近 く に液体の入っ た容器を置かないで く だ さ い。 

液体がこぼれて遠心機内に浸入する と 、電気系統のコ ンポーネン ト を破
損する可能性があ り ます。

 • Allegra V-15R用の電源コー ド は、電源を切断するために使用する切断デ
バイ スです。電源コー ド にア ク セスするために、遠心機の周囲に十分な
空間がある こ と を確認 し て く だ さ い。

 • 安全を確保するため、本装置は リ モー ト の緊急ス イ ッ チに接続 し （望ま
し く は本機が設置 さ れた部屋の外またはその部屋の出口付近）、誤作動
の際に本機を主電源から切 り 離せる よ う にする必要があ り ます。 

感電の危険性を低減する ため、遠心機は2.5 m（8フ ィ ー ト ）の3線式の電源コー ド と プ
ラ グに よ っ て接続、接地 さ れます。  
重要 で き るだけ、装置に付属の電源ケーブルを使用 し て く だ さ い。

適切な電源 コー ド が含まれていない場合は、現地の電気お よ び安全規格に適合する 電
源コ ー ド を取得す る必要があ り ます。
Allegra V-15Rに適 し た電源プ ラ グ と コ ンセン ト

部品番号 定格 適切なプ ラ グ 適切な コ ンセン

C63124、C63125 120 VAC、60 Hz、16A

C63126、C63127 220-240、50 Hz、9.5A

C63128、C63129
200 VAC、50/60 Hz、
10.8A
208 VAC、60 Hz、10.3A
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安全性の注意
電気安全  
追加の電気仕様は、仕様に記載 さ れてい ます。
重要 電圧について疑問があれば、 ド ラ イ ブの稼動状態における電圧を有資格の技師に測定 し

て も ら います。

重要 電源の平均変動は、公称電源電圧の+/-10%を超えてはな り ません。

C63161、C63190 220-240 VAC、50 Hz、
9.5A

C63186、C63187 220 VAC、60 Hz、10.3A

Allegra V-15Rに適 し た電源プ ラ グ と コ ンセン ト

部品番号 定格 適切なプ ラ グ 適切な コ ンセン
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安全性の注意
火災に対する注意  
火災に対する注意

警告
人身傷害または装置損傷のおそれがあ り ます。 本装置は、可燃性または爆発
性の蒸気を発生する よ う な、あるいは危険な化学反応を起こ すよ う な物質を
使用する よ う には設計 さ れていません。 上記のよ う な物質（ク ロ ロホルムや
エチルアルコールなど）を本装置で分離 し た り 、本装置から30 cm（1フ ィ ー
ト ）四方以内で扱っ た り 、保存する こ と は厳禁です。

機械面に関する安全性

こ の装置は屋内でのみご使用 く だ さ い。 メ ーカー指定の方法で装置を使用 し ない と 、
安全保護機能が損なわれ る可能性があ り ます。

警告
怪我をする恐れがあ り ます。ガスダンパーは遠心機 ド ア を支えています。遠
心機の ド アが手動で閉 じ られる まで、完全に開いたままの位置にある こ と を
定期的に確認し て く だ さ い。ガスダンパーが摩耗する と、 ド アが落下 し ま
す。ガスダンパーが ド ア を完全に開いた位置で支え られな く な っ た場合、直
ちに交換する必要があ り ます。怪我を防ぐ ため、ガスダンパーは3年ご と に
交換する必要があ り ます。

警告
人身傷害または装置損傷のおそれがあ り ます。 本装置を安全に使用するた
め、以下の点に留意し て く だ さ い。
 • 本装置で使用する こ と を意図 し て設計 さ れたロー タ や付属品のみを使用

し て く だ さ い。 
 • 遠心機を ス タ ー ト する前に、ロー タの固定ね じ が確実に締ま っ ている こ

と を確認 し て く だ さ い。
 • 使用中にロータ が最高定格速度を超えないよ う に注意 し ます。 
 • ロー タ を手で減速 さ せた り 、停止 させた り し よ う と は絶対に し ないで く

だ さ い。
 • ロー タ の回転中に遠心機を持ち上げた り 移動する こ と は厳禁です。
 • ロー タ の回転中に ド アのイ ン タ ーロ ッ ク システムを無効にする操作は絶

対に避けて く だ さ い。
 • 遠心機の実行中は、遠心機の周囲に30 cm（1フ ィ ー ト ）の空間を確保す

る必要があ り ます。運転中、操作者は装置の制御を調整する以外の目的
で、ク リ ア ラ ンス内部に立ち入ら ないよ う に し て く だ さ い。

 • 遠心機を取 り 巻 く 30 cm（1フ ィ ー ト ）のエ リ ア内には絶対に引火性物質
を持ち込まないで く だ さ い。 
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安全性の注意
化学的および生物学的安全性  
 • 遠心機の稼動中には遠心機に も たれた り 、上に物を置いた り し ないで く
だ さ い。

 • オプシ ョ ンのAllegra V-15Rモバイルカー ト を使用する場合は、使用する
前にキ ャ ス タ ーを ロ ッ クする必要があ り ます。

化学的および生物学的安全性

警告
ブ リ ーチによ る化学傷害の恐れがあ り ます。ブ リ ーチ との接触を避けるに
は、保護めがね、手袋、及び適切な実験用衣服を含むバ リ アプ ロ テ ク シ ョ ン
を使用し て く だ さ い。化学薬品を使用する前に、化学薬品の曝露の詳細につ
いて安全性デー タ シー ト を参照 し て く だ さ い。 

血液な ど の危険物質が装置、 ロ ー タ 、ま たは付属品の上にかかっ た、ま たは中に入っ
た場合、高品質無香料のゲルフ リ ーブ リ ーチ（濃度5～6%の次亜塩素酸ナ ト リ ウ ム溶
液、利用可能な塩素）ま たはエ タ ノ ール溶液で拭き 取る か、貴施設常備の除染溶液を
お使い く だ さ い。その後、貴施設で規定 さ れてい る 手順に従っ て危険物質を廃棄 し て
く だ さ い。 装置、 ロ ー タ ま たは付属品を洗浄する必要があ る場合は、弊社ま でお問い
合わせ く だ さ い。
通常の操作において、病原性、毒性、放射性を有す る溶液やテ ス ト サンプルを使用す
る場合があ り ます。 必要な全ての安全性対策が取 ら れない限 り 、その種の物質は こ の
遠心機で使用 し てはいけ ません。
 • 使用前に元の溶液の容器に記述 さ れてい る注意事項を読み、全て厳守 し て く だ さ

い。
 • 体腔液は疾病の感染につなが る ため、細心の注意を も っ て扱っ て く だ さ い。 体液に

微生物が含まれない こ と を確実に保証で き る 試験は現時点ではあ り ません。B型お
よ びC型肝炎、HIV（I-V）、非定型抗酸菌、特定の全身性真菌症な ど、感染力の特に
強い病原菌の場合、大気中浮遊粒子に対する 保護を さ ら に強化す る必要があ り ま
す。 その他の感染性サンプルについては、各研究所の適切な手順 と 方法に従い、疾
病の蔓延を防止 し て く だ さ い。検体が こ ぼれ る と 、粒子や噴霧を生 じ る 可能性が
あ る ため、粒子や噴霧の汚染に対する 安全性についてのご注意を厳守 し て く だ さ
い。

 • 病原性物質の使用時は、普遍的予防策を使用 し ます。 装置を汚染除去 し 、バ イ オハ
ザー ド 廃棄物を処分する 手段が確保 さ れてい る必要があ り ます。

 • 適切な安全性対策を取る こ と な く 、本装置で毒性、病原性、放射性の物質の遠心
を実行 し てはな り ません。 リ ス ク グループIIの物質（世界保健機関のLaboratory 
Biosafety Manual（実験室バ イ オセーフ テ ィ 指針）に規定）を扱 う 場合は、バ イ オ
セーフ な封 じ 込めを行 う 必要があ り ます。 さ ら に リ ス ク の高いグループの物質に
対 し ては、防御レベルを上げ る 必要があ り ます。
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安全性の注意
化学的および生物学的安全性  
 • すべての廃液は、環境衛生お よ び安全性に関する指針に従っ て処理 し て く だ さ い。
Beckman Coulterにサービ ス を依頼する 前に、操作者の責任において本遠心機お よ び付
属品の汚染除去作業を実施 し て く だ さ い。
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安全性の注意
安全性および規制記号  
安全性および規制記号

安全記号は、潜在的に危険性が存在す る状況について警告 し ます。記号は特定の手順
に適用 さ れ、必要に応 じ て表示 さ れてい ます。

Allegra V-15R遠心機に使用 さ れている安全性記号

記号/規制標示 記号/規制マークの タ
イ ト ル 参照規格 規格における記号の意味

リ サイ クル記号
WEEE車輪付き ゴ ミ 箱
記号

N/A ヨ ーロ ッ パ連合の廃電気電子機器
（Waste Electrical and Electronic 

Equipment - WEEE）指令に基づき、
車つき容器に ク ロ ス（X）マーク を
付けたシ ンボルを製品に貼付する こ
と が要求 さ れています。 製品に この
マークが表示 さ れている場合は以下
を意味 し ます
1. 当該装置は2005年8月13日以降に

ヨ ーロ ッ パ市場に導入 さ れ
2. 本装置は ヨ ーロ ッ パ連合のいか

な る国であれ一般廃棄物収集シ
ステムで廃棄 し てはいけません。

WEEE指令の規定対象製品に対する
適切な汚染除去情報および回収計画
については、お客様の代理店または
最寄 り のBeckman Coulterの営業所に
お問い合わせ く だ さ い。装置の適切
な回収、処理、再生、 リ サイ クル、
安全な廃棄が簡単に実施で き ます。

日本市場用:
このシステムは産業廃棄物 と みな さ
れ、感染性廃棄物用の特別な管理が
必要です。システムを廃棄する前
に、コ ン プ ラ イ ア ンス手順につい
て、廃棄物の処理および清掃に関す
る法律を参照 し て く だ さ い。

注意事項 ISO 7000a ; 0434A この記号がある場所の近 く で装置ま
たはコ ン ト ロールを操作する場合に
注意が必要である こ と 、または、現
在の状況では望ま し く ない結果を避
けるためにオペレー タ の認識または
行動が必要である こ と を示 し ます。
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安全性の注意
安全性および規制記号  
生物学的危険 ISO 7010b（ISO 
7010、図記号 - 
登録安全記号）; 
W009 

この記号は、ウ イルスまたは毒素の
生物学的危険の可能性について警告
するために使用 さ れます。 

RoHS注意記号 中華人民共和国
電子工業標準
SJ/T11364-2006

このラ ベルは、電子情報製品に特定
の有害物質または危険物質が含まれ
ている こ と を示 し ます。 中央の数字
は環境保護使用期限（EFUP）の日付
であ り 、製品を操作で き る西暦年を
示 し ます。 EFUPの期限が切れる と 、
製品を直ちに リ サイ クルする必要が
あ り ます。 周回矢印は製品が リ サイ
クルで き る こ と を示 し ます。 ラ ベル
または製品の日付コー ド は、製造日
付を示 し ます。

CEマーク N/A 「CE」マークは、製品がマーケ ッ ト
に上市 さ れる前に評価 さ れてお り 、
欧州連合の安全性、健康または環境
保護要件に適合 し ている こ と を示 し
ています

TUV認証マーク N/A このマークは、国家認定試験機関
（NRTL）であるTUV SUDによ る北米

製品の認証を示す ものです。本製品
は、関連する製品安全要求事項を満
た し ている こ と が評価 さ れていま
す。

RCMマーク N/A 「RCM」（規制準拠マーク）は一部欠
けた円 と チ ェ ッ クが入っ た三角形で
表示 さ れます。 このマークはオース
ト ラ リ アおよびニ ュージーラ ン ド で
使用 さ れるオース ト ラ リ ア通信 メ
デ ィ ア庁（ACMA）のEMC要件に準
拠する製品に適用 さ れます。

UKCAマーク N/A 「UKCA」マークは、製品が英国マー
ケ ッ ト に上市 さ れる前に評価 さ れて
お り 、英国の安全性、健康または環
境保護要件に適合 し ている こ と を示
し ています。

Allegra V-15R遠心機に使用 さ れている安全性記号 (続き)

記号/規制標示 記号/規制マークの タ
イ ト ル 参照規格 規格における記号の意味
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安全性の注意
安全性および規制記号  
追加の装置ラ ベル と記号
以下の ラ ベル と 記号 も Allegra V-15R遠心機に表示 さ れてい ます。

オン（電源） IEC 60417-5007 
(2009-02)

この記号は、装置の電源をオンにす
る位置を示すために使用 し ます。 

オ フ（電源） IEC 60417-5008 
(2009-02)

この記号は、装置の電源をオ フ にす
る位置を示すために使用 し ます。 

重量物、2人 リ フ ト 必
要

N/A この記号は、1人で持ち上げるには
物体が重すぎ る こ と を警告 し ます。 

包装 リ サイ クル N/A この記号は、段ボールの包装が リ サ
イ クル可能である こ と を示 し ます。

a. ISO 7000, Graphical symbols for use on equipment - Registered symbols（機器に用いる図記号 - 登録記号）
b. ISO 7010, Graphical symbols – Registered safety sign （ISO 7010、図記号 - 登録安全記号）

Allegra V-15R遠心機に使用 さ れている安全性記号 (続き)

記号/規制標示 記号/規制マークの タ
イ ト ル 参照規格 規格における記号の意味

Allegra V-15R遠心機ラ ベルa

氏名 ラ ベル 意味

回転記号 ロー タ の回転方向を示 し ます。Allegra 
V-15R遠心機では、ロー タ の回転は反時
計回 り にな り ます。

Beckman Coulter 会社名

操作マニ ュ アルを参照のこ
と 読むべき装置マニ ュ アルがあ り ます。

ロー タ のローデ ィ ング ロー タ のローデ ィ ングに関する安全性
表示。

a. その他の装置ラ ベルは、Glossary of Symbols（記号一覧）（www.beckman.com/techdocs）（PN C24689）に記載 さ れています。
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は じ めに

認定

Beckman Coulter Allegra V-15R遠心機は、ISO 9001お よ びISO 13485の両方の認証を取得 し た
施設で製造 さ れてい ます。各遠心機は（Beckman Coulter製 ロ ー タ と 併用 し た場合）、実
験装置に関する規制機関の要件に準拠する よ う に設計 さ れ、試験 さ れま し た。製品の
適合宣言お よ び合格証については、www.beckman.comを ご覧 く だ さ い。

マニ ュ アルの範囲

本書では、Beckman Coulter Allegra V-15R冷却遠心機 と その機能、仕様、操作、操作者に
よ る 定期的な手入れ と 保守に関 し て説明 し ます。Beckman Coulterでは、遠心機の操作
や メ ン テナン ス を行 う 前に、本書の全体（特に安全性の注意やすべての安全性に関連
し た情報）に目を通す よ う お勧め し ます。 
注 本書で指定 さ れた方法以外で遠心機を使用 し た場合、安全性 と 性能が損なわれる可能性が

あ り ます。また、Beckman Coulterの推奨する装置以外 と の併用については、安全性が確認
さ れていません。 本書や該当する ロー タ の取扱説明書において推奨 さ れている機器以外のも
のを使用する場合、ひ と えにユーザーが全責任を負 う もの と し ます。 

 • 第1章, シ ス テ ムについてでは、遠心機のシ ス テ ム仕様 と 、操作の コ ン ト ロ ールや イ
ン ジ ケー タ な ど、遠心機の物理的お よ び機能的特徴を簡単に説明 し てい ます。

 • 第2章, 操作では、遠心機の操作手順を説明 し てい ます。 
 • 第3章, ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ手順では、診断 メ ッ セージお よ びその他の可能性の

あ る 誤作動を、考え ら れ る原因 と 推奨 さ れ る 対応策 と 併せて列記 し てい ます。
 • 第4章, 遠心機の メ ン テナン ス では、操作者に よ る日常の手入れ と メ ン テナン ス につ

いての説明 と 共に、消耗品お よ び交換部品の一覧を提供 し ます。
 • 付録A, 開梱 と 設置では、実験施設での遠心機取 り 付け準備のために、遠心機の開梱

お よ び遠心機の取 り 付け要件に関する 情報を提供 し ます。
 • 付録B, 保管 と 輸送では、Allegra V-15R遠心機の保管要件、お よ び遠心機の輸送準備

に関する情報を提供 し ます。
 • 付録C, 加速お よ び減速プ ロ フ ァ イ ルでは、Allegra V-15R遠心機で使用する 加速お よ

び減速プ ロ フ ァ イ ルに関する情報を提供 し ます。
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表記規則

本書では、安全性な ど特に重要な情報を強調する ためにい く つかの記号が使用 さ れて
い ます。 こ れ ら の国際記号は遠心機上に も 表示 さ れてい る 場合があ り 、Glossary of 
Symbols（記号一覧）（PN C24689）に も 掲載 さ れてい ます。

書式によ る表記規則
本書では、キーやデ ィ ス プ レ イ な ど ユーザー イ ン タ フ ェース の コ ン ポーネ ン ト 名を、
以下の表記規則に よ っ て区別 し てい ます。
 • ボ タ ン ア イ コ ン名（START（開始）やDOOR（ ド ア）な ど）は太字で表示 さ れます。
 • デ ィ ス プ レ イ 内に表示 さ れ る機能 と オプシ ョ ンの選択肢（Speed（速度）やTime

（時間）な ど）は太字で表示 さ れます。
 • 特定の関数ま たは関数内のオプシ ョ ンへの方向パス は、後続の関数 と 関数内のオ

プシ ョ ンの間に3つの ピ リ オ ド （...）で表示 さ れます。 ロ ー タ 速度を3,900に設定す
る場合の例は次の と お り です。  …（Set（設定）） Speed（速度） …  … 

（3,900）… 。
 • 文書の別の部分にあ る情報への リ ン ク は青色にな っ てい ます。 リ ン ク さ れた情報

にア ク セ スする には、青色（ハ イ パー リ ン ク ）のテ キ ス ト を ク リ ッ ク し て移動 し
ます。 

CFCを使用 し ていない遠心分離

環境への影響を最小限に抑え る ため、Allegra V-15R冷却遠心機の製造ま たは操作におい
てCFCは使用 さ れてい ません。

電磁適合性（EMC）の準拠

本装置は、「基本的電磁環境」の製品群規格であ るEN/IEC 61326シ リ ーズに規定 さ れて
い る エ ミ ッ シ ョ ン要件 と イ ミ ュ ニテ ィ 要件に準拠 し てい ます。 こ う し た装置は、商用
電源系か ら 低電圧で直接供給 さ れます。本装置は住居利用を用途目的 と し てい ません。
本装置は、意図せずに高周波（RF）エネルギーを生成、使用 し 、放射する 可能性があ
り ます。本装置を正 し く 設置ま たは操作 し ない場合は、 こ のRFエネルギーが他の装置
に干渉する 可能性があ り ます。デバ イ ス が目的どお り に動作する よ う に、デバ イ ス に
互換性あ る 電磁環境を確保する のはエン ド ユーザーの責任です。
さ ら に、その他の装置が、本装置に影響を及ぼすRFエネルギーを放射する 可能性があ
り ます。本装置 と その他の装置の間に干渉が疑われ る場合、Beckman Coulterは以下の
措置を と っ て干渉を是正する こ と を推奨 し てい ます。
 • 本装置を設置、操作する 前に、電磁環境を評価 し て く だ さ い。
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 • 本装置を強い電磁放射源（例えば、非シール ド の意図的なRF源）の近 く で操作 し
ないで く だ さ い。適切に操作で き ない こ と があ り ます。非シール ド の意図的な電
磁放射源には、携帯型の無線通信機、 コー ド レ ス電話機、携帯電話な ど があ り ま
す。

 • 本装置を、電磁場への接近ゆえに誤作動を起 こ し やすい医療電子機器の近 く に置
かないで く だ さ い。

 • 本装置は、CISPR 11 ク ラ スAのエ ミ ッ シ ョ ン規制の要件に従っ て設計 し 試験を行っ て
い ます。家庭内の環境では高周波干渉を起 こ す こ と があ り ます。その場合、干渉
を軽減する 措置を講 じ る 必要があ り ます。
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第1章
シ ス テ ムについて

は じ めに

本章では、Beckman Coulter Allegra V-15R冷却遠心機の物理的お よ び機能的特徴を簡単に
説明 し ます。 操作の コ ン ト ロ ール と イ ン ジ ケー タ について も 説明 し ます。コ ン ト ロ ー
ル と イ ン ジ ケー タ の使用方法については、第2章, 操作に記載 さ れてい ます。本マニ ュ
アルの リ ス ト に含まれ る 材料の化学適合性についてはChemical Resistances（耐化学性）

（発行物番号IN-175）に記載 さ れてい ます。
ロ ー タ の説明については、Allegra V-15R Rotors Instructions For Use（Allegra V-15R ロ ー タ 取
扱説明書）（PN C63132）を参照 し て く だ さ い。
本章では以下の内容を説明 し ます:
 • 遠心機の原理、機能 と 安全機能
 • 遠心機のシ ャ ーシ
 • コ ン ト ロ ール と イ ン ジ ケー タ
 • 仕様
 • Allegra V-15Rモバ イ ル遠心機カー ト
 • 使用で き る ロ ー タ

遠心機の原理、機能 と 安全機能

遠心分離の原理
遠心分離は、物質（懸濁液、エマルシ ョ ン、ま たはガ ス混合物）の不均一混合物を各
成分に分離する プ ロ セ ス です。物質の混合物は、円形経路上を回転する こ と に よ り 重
力加速度の数倍の遠心加速度を受け ます。
遠心機は、 ロ ー タ チ ャ ンバー内の質量慣性を利用 し て物質を分離 さ せます。慣性が高
い こ と に よ り 、密度の高い粒子や媒体は外側に移動 し ます。そ う する こ と で密度が低
い コ ン ポーネ ン ト と 置き 換わ り 、今度は密度が低い コ ン ポーネ ン ト が中心に向かっ て
移動 し ます。
遠心機内部の物体の遠心加速度は、遠心力の効果を も た ら し 、物体 と 回転軸間の距離
お よ び角速度に依存 し ます。遠心加速度は、回転軸に対す る距離の関数 と し て比例的
に増加 し 、角速度の関数 と し て二次関数的に増加 し ます。 ロ ー タ 内の半径が大き いほ
ど、速度が増加 し 、遠心加速度が高 く な り ます。 し か し 、 こ れは ロ ー タ に作用する 力
も 増加 さ せます。
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遠心機の原理、機能と 安全機能  
遠心機の機能
Beckman Coulter Allegra V-15R冷却遠心機（図 1.1）は、相対的遠心力を使用する こ と に よ
り コ ン ポーネ ン ト の分離に使用で き る ベンチ ト ッ プ型遠心機です。

図 1.1  Allegra V-15R遠心機 

本遠心機での使用を目的に設計 さ れたAllegra V-15R ロ ー タ と 共に使用す る場合、次の よ
う な用途で本遠心機を実行で き ます。
 • サンプルの調製、ペレ ッ テ ィ ン グ、精製、濃縮、相分離、受容体結合、お よ びカ

ラ ムの遠心な ど のルーチン処理。
 • 細胞分離。
 • 結合検査お よ び全血の分離。
 • 組織培養細胞の濃縮用マルチ ウ ェ ルプ レー ト におけ る少量検体の多数処理、 ク

ロ ーニ ン グ研究 と 複製研究、細胞毒性試験、受容体結合、遺伝子工学実験、高ス
ループ ッ ト 処理、お よ び小容量の液体の連続希釈。

 • タ ンパ ク 質沈澱、大型粒子、お よ び細胞屑の高速沈降。
Allegra V-15R冷却遠心機は、マ イ コ ン制御で対話型操作が可能です。本装置は、静粛な
作動のためのブ ラ シ レ ス非同期三相ダ イ レ ク ト ド ラ イ ブモー タ ー、自動 ロ ー タ 識別シ
ス テ ム、遠心実行条件の繰 り 返 し を可能にす る プ ロ グ ラ ム メ モ リ ー、お よ び加速プ ロ
フ ァ イ ル と 減速プ ロ フ ァ イ ルが選択で き る こ と を設計上の特徴 と し てい ます。Allegra 
V-15Rの特徴 と し ては温度制御シ ス テ ム も あ り ます。可聴 イ ン ジ ケー タ 及び可視 イ ン ジ
ケー タ に よ り 、オペレー タ は注意すべ き事態を知る こ と がで き ます。

安全機能
Allegra V-15R冷却遠心機は、海抜2,000 m（6,562フ ィ ー ト ）以下の屋内環境において安全
に稼動する よ う 設計、試験 さ れてい ます。安全機能には以下が含まれます。
 • 電気機械式 ド ア ロ ッ ク シ ス テ ムは、回転する ロ ー タ と オペレー タ と の接触を防ぎ、

ド アが適切に閉 じ て ロ ッ ク さ れない限 り 遠心の実行開始を防ぎ ます。遠心の実行
中、 ド アは ロ ッ ク さ れ、DOOR  （ ド ア）ボ タ ン を押 し て ロ ー タ が停止 し た後に
のみ開け る こ と がで き ます。 停電が発生 し た場合には、 ド ア を手動で ロ ッ ク 解除 し
てサンプルを回収で き ます（第3章, ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ手順を参照）。

 • ス チール製のバ リ アが ロ ー タ チ ャ ンバを取 り 囲み、オペレー タ を完全に保護 し ま
す。
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遠心機のシ ャーシ  1
 • ロ ー タ モデル識別シ ス テ ムは、取 り 付け ら れた ロ ー タ の遠心が最大定格速度を超
えて行われ る こ と を防止 し ます。加速中にマ イ ク ロ プ ロ セ ッ サは特定 さ れた ロ ー
タ のサポー ト 状況をチ ェ ッ ク し ます。ス ピー ド は特定 さ れた ロ ー タ の最大安全ス
ピー ド 以下に制限 さ れます。設定ス ピー ド が ロ ー タ の最大定格ス ピー ド を超えて
い る と 判断する と 、シ ス テ ムはエ ラ ー メ ッ セージ を表示 し 、ス ピー ド を ロ ー タ の
最大許容ス ピー ド ま で下げます。

重要 自動ロー タ 識別システムは、設定 さ れている ロー タ と は異な る ロー タ を検出 し た場合に
も作動 し ます。第2章, 自動ロー タ 識別システムを参照 し て く だ さ い。

 • 運転中は不均衡検出器が ロ ー タ を監視 し 、 ロ ー タ の負荷が著 し く バ ラ ン ス を失 う
と 、自動的に運転が停止 さ れます。低速の場合、 ロ ー タ が正 し く ロ ー ド さ れてい
ない と 不均衡が生 じ る可能性があ り ます。ま た運転中に遠心機を動か し た場合や、
安定 し た水平な面上に固定 さ れて使用 し ない場合に も 、 ロ ー タ の安定性が損なわ
れ る 可能性があ り ます。
加速中、 ロ ー タ が臨界速度範囲で加速する と 、不均衡が一時的に表示 さ れ る 場合
があ り ます。バ ラ ン ス を失 う イ ベン ト が発生する と 、エ ラ ーコー ド が表示 さ れ、
実行が停止 さ れます（第3章, ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ手順を参照）。

 • 遠心機の脚はゴ ム製で、 ロ ー タ に事故が発生 し た場合に生 じ う る 回転を最小限に
抑え る よ う に設計 さ れてい ます。

遠心機のシ ャーシ

ハウジ ング
遠心機のハ ウ ジ ン グは、鋼板製で、ウ レ タ ン塗装仕上げが施 さ れてい ます。コ ン ト
ロ ールパネルは、構造化ポ リ エ ス テル製の保護オーバーレ イ で覆われてい ます。コ ン
ト ロ ールパネルは、ユーザー制御 イ ン タ ーフ ェ イ ス を提示 し 、シ ス テ ム情報お よ び警
告を表示 し ます。

ド ア
ド アは鋼板製で、強固な ヒ ン ジでハ ウ ジ ン グに固定 さ れてい ます。中央の窓か ら ス ト
ロ ボ観察がで き ます。 ド アが閉 じ る と ロ ッ キ ン グ シ ス テ ムが噛み合い ます。 
電気機械式 ド ア ロ ッ ク シ ス テ ムは、回転する ロ ー タ と オペレー タ と の接触を防ぎ、 ド
アが閉 じ て ラ ッ チ さ れない限 り 遠心の実行開始を防ぎ ます。遠心実行中は ド アが ロ ッ
ク さ れてお り 、 ロ ー タ が停止 し ていない と 開 き ません。 ロ ー タ が停止する と 、DOOR 
  （ ド ア）ボ タ ンが点灯 し 、 ド ア を開け る ためにボ タ ン を押せ る こ と を示 し ます。 停
電が発生 し た場合には、 ド ア ロ ッ ク を手動で解除 し てサンプルを回収で き ます（第3章
, ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ手順を参照）。 
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ロー タ チ ャ ンバ
ロ ー タ チ ャ ンバは ス テ ン レ ス ス チール製で、フ ォーム ガ ス ケ ッ ト で密閉 さ れてい ます。

温度の感知 と制御
電源が入っ た状態で、 ド アが閉 じ て ロ ッ ク さ れ る と 、温度制御シ ス テ ムが作動 し ます。
ロ ー タ チ ャ ンバーの温度はチ ャ ンバー内のセンサに よ っ て継続的に監視 さ れます。マ
イ ク ロ コ ン ト ロ ー ラ に よ り チ ャ ンバー温度はユーザーが入力 し た温度に調節 さ れます。
温度は-10～+40°Cの範囲で設定可能です。
注 チ ャ ンバーの着氷を防止するために、 ド アが開いている時は冷却がオ フ にな り ます。冷却

システムの作動開始前に、遠心機の ド ア を閉 じ 、ロ ッ ク する まで軽 く 押す必要があ り ます。

ECO（エ コ）モー ド
ECO（エ コ）モー ド は、ユーザーが選択 し た時間経過後に温度制御シ ス テ ム を無効に し
て、エネルギー消費量を削減 し ます。ECO（エ コ ）モー ド は、最大8時間ま で30分単位
で設定で き ます。ECO（エ コ ）モー ド の使用方法については、第2章, ECO（エ コ ）モー
ド を参照 し て く だ さ い。

駆動系
非同期ダ イ レ ク ト ド ラ イ ブモー タ ーはブ ラ シ レ ス のため、清潔で静粛に作動 し ます。
ロ ー タ は固定ね じ で ド ラ イ ブシ ャ フ ト に取 り 付け ら れてい ます。弾性的懸架装置に よ
り 、負荷が振動に よ っ て攪乱 さ れ る こ と を防止 し 、遠心分離中にバ ラ ン ス が乱れた場
合に ド ラ イ ブシ ャ フ ト が損傷を受け る こ と を防止 し ます。最大加速お よ び減速を選択
する こ と がで き、サンプルの高速処理が可能です。一方で、 よ り 遅い加速 と 減速に
よ っ てデ リ ケー ト な グ ラ ジエン ト を維持で き ます。

コ ン ト ロール と イ ン ジケー タ

電源ス イ ッ チ
電源ス イ ッ チは、遠心機の右側にあ り （図 1.2を参照）、遠心機の電源を制御 し てい ま
す。 電源ス イ ッ チは回路ブ レーカーで も あ り 、過負荷にな る と ト リ ッ プ し て電源が停
止 し ます。チ ャ ンバーの ド ア を開閉す る前に、電源ス イ ッ チを オンに し てお く 必要が
あ り ます。
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システムについて
コ ン ト ロールと イ ン ジケータ   1
重要 停電中に遠心機からサン プルを取 り 出す必要がある場合は、第3章, 停電時にサン プルを
取 り 出す方法を参照 し て く だ さ い。

図 1.2  電源ス イ ッ チの位置 

Control Panel (コ ン ト ロールパネル)
コ ン ト ロ ールパネル（図 1.3）は本遠心機の前面に角度をつけて設置 さ れ、見やす く 操
作 し やすい構造にな っ てい ます。 デ ィ ス プ レ イ 画面を使用 し て測定項目を入力 し 、遠
心パ ラ メ ー タ 、プ ロ グ ラ ム情報、お よ びユーザー メ ッ セージ を表示 し ます。遠心機は、
発光ダ イ オー ド を内蔵 し たStart（開始）、Stop（停止）、お よ びDoor（ ド ア）ボ タ ン、2
つの矢印ボ タ ン、お よ びENTER/SELECT（入力/選択）ボ タ ンで操作 し ます。 2つの矢印ボ
タ ン を使用 し てか ら 、ENTER/SELECT（入力/選択）ボ タ ン を押す と 、シ ス テ ムの さ ま ざ
ま な機能にア ク セ ス で き ます。

図 1.3  Control Panel (コ ン ト ロールパネル)

1. START（開始）ボ タ ン
2. 矢印 と ENTER/SELECT（入力/選択） コ ン ト ロ ール
3. 表示
4. STOP（停止）ボ タ ン
5. DOOR（ ド ア）ボ タ ン

デ ィ スプ レ イ画面
装置の設定 と ス テー タ ス は、装置のデ ィ ス プ レ イ に表示 さ れます（図 1.4）。 画面は別々
の領域に分割 さ れてお り 、速度、時間、お よ び温度の設定な ど遠心実行の さ ま ざ ま な
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システムについて
コ ン ト ロールと イ ン ジケータ   
項目を表示 し ます。デ ィ ス プ レ イ 画面 イ ン タ ーフ ェ イ ス の各オプシ ョ ンについては、
第2章, 操作で説明 し てい ます。

デ ィ スプ レ イ フ ィ ール ド 、表示機能、およびコ ン ト ロールパネルボ タ ン
デ ィ ス プ レ イ 内の フ ィ ール ド には、装置の現在の ス テー タ ス が表示 さ れます。 コ ン ト
ロ ールパネルボ タ ンは、装置を操作 し やす く する ために使用 し ます。

図 1.4  デ ィ スプ レ イ フ ィ ール ド  1. Speed/RCF（速度/RCF）
フ ィ ール ド

2. Time（時間）フ ィ ール
ド

3. Temperature（温度）
フ ィ ール ド

4. Rotor（ロー タ ）/バケ ッ
ト フ ィ ール ド  

5. Accel（加速）/減速
フ ィ ール ド

6. オプシ ョ ン フ ィ ール ド

表 1.1  ステー タ ス フ ィ ール ド およびボ タ ン

SPEED（速度） 遠心機の設定速度は、Speed/RCF（速度/RCF）フ ィ ー
ル ド の上部に表示 さ れます。「Speed（速度）」（rpm）
または「RCF（RCF）」のいずれかが表示 さ れます。実
際の速度値は真下に表示 さ れます。
 • Speed（速度）が表示 さ れている場合、ロー タ 速

度は分あた り の回転数（rpm）で示 し 、デ ィ スプ
レ イ ではmin-1で表 さ れます。

注 文字RPMは表示 さ れません。代わ り に、
min-1でRPMが表示 さ れます（min-1 = rpm）。

 • RCF（RCF）が表示 さ れている場合、ロー タ 速度は
相対的遠心力で示 さ れます（x g と し て表示）。 

詳細は第2章, 操作のス ピー ド を参照 し て く だ さ い。
RUN TIME CLOCK（実
行時間ク ロ ッ ク）

時計ア イ コ ン（Speed（速度）フ ィ ール ド の右上隅に
ある）が有効にな っ ている場合、ロー タ が設定速度
に達する と 、実行時間が開始 さ れます。それ以外の
場合は、実行の最初から開始 さ れます。時計ア イ コ
ンが表示 さ れている場合は有効にな っ ています。
詳細は第2章, 操作の実行時間ク ロ ッ ク を参照 し て く だ
さ い。

TIME（時間） 設定 さ れた時間がこのフ ィ ール ド の上部に表示 さ れ、
残 り 時間または経過時間（選択 さ れたモー ド に応 じ
て）が下部に表示 さ れます。
時間/分/秒の詳細については、表 1.2, 仕様のTime（時
間）を参照 し て く だ さ い。
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システムについて
コ ン ト ロールと イ ン ジケータ   1
TEMPERATURE（温
度）

設定 さ れた温度値はフ ィ ール ド の上部に表示 さ れ、
実際のサン プル温度は下部に表示 さ れます。-10°C～
+40°Cの温度を事前に選択で き ます。
詳細は第2章, 操作の温度を参照 し て く だ さ い。

ROTOR（ロー タ ） このフ ィ ール ド は、実行前にロー タ を選択 し 、装置
が検出 し たロー タ を表示するために使用 し ます。互
換性のあるバケ ッ ト が複数ある ロー タ の場合、サ
ポー ト さ れているバケ ッ ト が順次表示 さ れます。
ロー タ と バケ ッ ト の選択に関する追加情報は、第2章, 
操作のロー タ の選択を参照 し て く だ さ い。

注 ロー タ の選択は、遠心機が停止 し ている場合にの
み変更で き ます。

ACCELERATION（加
速）

このフ ィ ール ド は、使用する加速プ ロ フ ァ イルを選
択 し て表示するために使用 し ます。システムには10
種類の加速プ ロ フ ァ イル（プ ロ フ ァ イル0～9）があ
り ます。加速率 と プ ロ フ ァ イルの詳細については、
第2章, 操作の加速および減速プ ロ フ ァ イルに記載 さ れ
ています。

減速 このフ ィ ール ド は、ロー タ を減速 し て停止 さ せる プ
ロ フ ァ イルを選択 し て表示するために使用 し ます。
システムには、Brake（ブ レーキ）な し （0）を含む10
種類の減速プ ロ フ ァ イル（プ ロ フ ァ イル0～9）があ
り ます。減速率 と プ ロ フ ァ イルの詳細については、
第2章, 操作の加速および減速プ ロ フ ァ イルに記載 さ れ
ています。

AUTO OPEN（自動
オープ ン）

AutoOpen（自動オープ ン）は、 ド アの自動オープ ン
機能が有効にな る と 表示 さ れ、実行の終了時に自動
的に ド アが開き ます。
詳細は第2章, 操作のAutoOpen（自動オープ ン）を参照
し て く だ さ い。

BUZZER（ブザー） このフ ィ ール ド は、遠心分離実行の終了時、または
エ ラー メ ッ セージの発生時に警告音が鳴る こ と を示
すBuzzer（ブザー）を選択 し て表示するために使用 し
ます。
詳細は第2章, 操作のBuzzer（ブザー）を参照 し て く だ
さ い。

表 1.1  ステー タ ス フ ィ ール ド およびボ タ ン (続き)
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システムについて
コ ン ト ロールと イ ン ジケータ   
PROGLOCK（プ ログ
ラムロ ッ ク）

このフ ィ ール ド は、Program Lock（プ ログ ラムロ ッ ク）
設定を選択 し て表示するために使用 し ます。ProgLock

（プ ログ ラムロ ッ ク）が表示 さ れている場合、新 し い
プ ログ ラムを保存 し た り 、既存のプ ログ ラムを変更
し た り する こ と はで き ません。
詳細は第2章, 操作のプ ログ ラムロ ッ ク を参照 し て く だ
さ い。

CYCLES（サイ クル） このフ ィ ール ド は、ロー タ の累積サイ クル数の表示
を可能にするために使用 し ます。サイ クル数は、
Speed（速度）フ ィ ール ド と Time（時間）フ ィ ール ド
に表示 さ れます。
複数のバケ ッ ト オプシ ョ ンがある ス イ ングバケ ッ ト
ロー タ の場合、 ヨ ーク と 選択 し たバケ ッ ト の両方の
サイ クル数が表示 さ れます。
詳細は第2章, 操作のロー タ サイ クルの表示を参照 し て
く だ さ い。

PROGRAM（プ ログ
ラム） 

このフ ィ ール ド は、遠心機の実行に使用する設定を
プ ログ ラム と し て保存する、または遠心機の実行に
使用する プ ログ ラムを選択するために使用 し ます。
最大50のプ ログ ラムを1～50の番号で保存で き ます。- - 
は、現在設定 さ れている現在の実行パラ メ ー タ が保
存 さ れたプ ログ ラムではない こ と を意味 し ます。
詳細は第2章, 操作のプ ログ ラム遠心を参照 し て く だ さ
い。

設定ロ ッ ク このフ ィ ール ド は、遠心機のパラ メ ー タ 設定を変更
するための入力を変更で き ない場合を示すために使
用 し ます。 
設定ロ ッ クが有効にな る と 、南京錠の記号がフ ィ ー
ル ド に表示 さ れます。
詳細は第2章, 操作の設定ロ ッ ク を参照 し て く だ さ い。

ERROR（エ ラー） エ ラー メ ッ セージは、Error（エ ラー） と し て表示 さ
れ、続いて診断コー ド 番号が表示 さ れます。 
第3章, 診断エ ラーコー ド チ ャー ト を参照 し て く だ さ
い。

START（開始）ボ タ
ン

START（開始）ボ タ ンの点灯時、このボ タ ン を押す と
遠心分離の実行が開始 し ます。
詳細は第2章, 操作の開始を参照 し て く だ さ い。

STOP（停止）ボ タ
ン

遠心分離の実行を中断するには、STOP（停止）ボ タ
ン を押 し ます。 遠心分離の実行が停止 し ます。
STOP（停止）ボ タ ン を2秒以上押す と 、ク イ ッ ク ス
ト ッ プが作動 し て、遠心機は最大減速プ ロ フ ァ イル
で減速 し ます。
詳細は第2章, 操作の中止を参照 し て く だ さ い。

表 1.1  ステー タ ス フ ィ ール ド およびボ タ ン (続き)
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システムについて
仕様  1
仕様

次のデー タ の う ち保証 さ れてい る数値は許容値 と 限界値の付記 さ れてい る数値に限 り
ます。 許容値が付記 さ れていない数値は保証 さ れてい ません。

DOOR（ ド ア）ボ タ
ン

DOOR（ ド ア）ボ タ ンが点灯 し ている場合、遠心機の
ド ア を開ける こ と がで き ます。

重要 ただ し 、遠心機の ド ア を開ける こ と がで き るの
はロー タ が完全に停止 し た場合のみです。

詳細は第2章, 操作の ド ア を参照 し て く だ さ い。
左ボ タ ン このボ タ ンは、デ ィ スプ レ イ内のナビゲーシ ョ ン、

およびデ ィ スプ レ イ内の設定の調整に使用 し ます。
使用する と 、デ ィ スプ レ イに表示 さ れている メ
ニ ュー内で左へ移動 し ます。左への移動は、デ ィ ス
プ レ イ またはフ ィ ール ド モー ド によ っ て異な り ます。
ボ タ ン を連続 し て押 し てから離す こ と で移動または
設定の選択がで き ます。また、長押 し する こ と に
よ っ て、よ り 迅速な移動または選択設定のス ク ロー
ルがで き ます。

右ボ タ ン このボ タ ンは、デ ィ スプ レ イ内のナビゲーシ ョ ン、
およびデ ィ スプ レ イ内の設定の調整に使用 し ます。
使用する と 、デ ィ スプ レ イに表示 さ れている メ
ニ ュー内で右へ移動 し ます。右への移動は、デ ィ ス
プ レ イ またはフ ィ ール ド モー ド によ っ て異な り ます。
ボ タ ン を連続 し て押 し てから離す こ と で移動または
設定の選択がで き ます。また、長押 し する こ と に
よ っ て、よ り 迅速な移動または選択設定のス ク ロー
ルがで き ます。

ENTER/SELECT（入
力/選択）ボ タ ン

このボ タ ンは、デ ィ スプ レ イ に表示 さ れている機能
を選択または入力するために使用 し ます。

表 1.1  ステー タ ス フ ィ ール ド およびボ タ ン (続き)

表 1.2  仕様

仕様 Allegra V-15R冷却

Speed（ス
ピー ド ）

ス ピー ド 設定 100～13,500（100 rpm刻み）
RCF設定 10～20,412 x g（10 x g刻み）
ス ピー ド 表示 実際のロー タ 速度は1 rpm刻み、または実際のRCFは10 x g刻

み
ス ピー ド 精度 設定速度±30 rpm、100～13,500 rpm
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システムについて
仕様  
Time（時間）

時間設定 10秒～99時間59分59秒まで、または連続（ホール ド ）
1時間以上の時間について
HH:MM
1時間未満の時間について
MM:SS

時間指定実行：残 り の実行時間を示 し ます
ホール ド 実行：経過時間を示 し ます
パルス実行：経過時間を示 し ます

温度

設定温度 -10～+40°C（1°C刻み）
温度表示 推定サン プル温度（1°C刻み）
温度精度a 設定温度±2°C（平衡後）、4～25°Cの温度範囲に適用
過大温度シ ャ ッ ト ダウンb > 50°C

加速 加速プ ロ フ ァ イル 最大 ト ルク を含む10種類の加速率（0～9）

減速 減速プ ロ フ ァ イル 最大 ト ルク およびブ レーキな し を含む10種類の減速率（0
～9）

寸法

高 さ 39.0 cm（15.4イ ンチ）
チ ャ ンバー ド ア を開けた状態
での高 さ

88.3 cm（34.8イ ンチ）

幅 60.5 cm（23.8イ ンチ）
奥行き 63.5 cm（25.0イ ンチ）

重量 ロー タ を含まない重量 110 kg（243ポン ド ）
Ventilation 
Clearances

（通気のため
の空間）

側面 30 cm（1フ ィ ー ト ）
背面 30 cm（1フ ィ ー ト ）

Electrical（電
気仕様）

電気仕様 120 VAC、16A、60 Hz
200 VAC、10.8A、50 Hzおよび60 Hz
208 VAC、10.3A、60 Hz
220 VAC、10.3A、60 Hz
220-240 VAC、9.5A、50 Hz

電源 ク ラ ス1
据付（過電圧）分類 II

Environmental
（環境）

最大 ノ イズ出力（装置定格速
度で装置前方1 m、床上1.5 m）

56 dBA

周囲温度範囲 5℃～31℃
湿度 最大許容相対湿度75%（5℃～31℃、空気中） 
冷却剤 R452A
定常状態における最大熱消費 120V、60Hz：5527 Btu/h（1.62 kW）

200V、50/60Hz：6483 Btu/h（1.90 kW）
208V、60Hz：6176 Btu/h（1.81 kW）
220V、60Hz：6210 Btu/h（1.82 kW）
220～240V、50Hz：6858 Btu/h（2.01 kW）

汚染度 2c

表 1.2  仕様 (続き)

仕様 Allegra V-15R冷却
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システムについて
使用で き る ロータ   1
使用で き る ロー タ

次のBeckman Coulter ロ ー タ がAllegra V-15R遠心機で使用で き ます。表 1.3に示 さ れた各
ロ ー タ の詳細な仕様については、Allegra V-15R Rotors Instructions For Use（Allegra V-15R
ロ ー タ 取扱説明書）（PN C63132）に記載 さ れてい ます。

最大標高 海抜2,000 m超

Finishes（仕
上げ加工）

上部表面 塗装済み鋼板
フ ロ ン ト 表面 塗装済み鋼板
ド ア 塗装済み鋼板 

a. 遠心機は運転中チ ャ ンバー内部で発生する摩擦によ る影響を受け、周囲の温度を超え る場合があ り ます。 低速実行の場合また
は周囲温度が低い場合、遠心機は高温に達 し ない こ と があ り ます。高速実行の場合または周囲温度が高い場合、遠心機は低
温に達し ない こ と があ り ます。

b. システムがこの温度に達する と 、システムは診断を行い最大減速を使用 し てシ ャ ッ ト ダウン し ます。
c. 通常は非導電性の汚染 し か発生 し ませんが、場合によ っ ては、結露によ っ て一時的に導電性を示す こ とが予想 さ れます。

表 1.2  仕様 (続き)

仕様 Allegra V-15R冷却

表 1.3  Allegra V-15Rで使用可能な ロー タ

ロー タ 形状 説明 RPMa
最大RCFb（× g）

、rmaxでの値
チ ューブの数 × 

公称容量c  
部品番

号

VF 48.2 
固定角度
 rmax = 100 mm

（外列 と 内列）

13,500 - 最大 
13,000 - 温度4°Cでの操作
時

20,412 x g
18,928 × g - 温度4°Cでの
操作時

48 x 2 mL C63136

VFC 8.50 
固定角度
rmax = 104 mm

11,360 - 最大、温度4°Cで
の操作時

15,032 x g 8 x 50 mL C63139

VF 6.94 
固定角度
rmax = 106 mm

10,000 - 最大、温度4°Cで
の操作時

11,872 ξ g 6 x 94 mL C63140

VFC 24.15 
固定角度
 rmax = 126 mm

（外列 と 内列）

9,000 - 最大、温度4°Cで
の操作時

11,431 x g 24 x 15 mL C63138
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VF 100.2 
固定角度
rmax = 163 mm

（外列）
rmax = 151 mm

（内列）

6,500 - 最大、温度4°Cで
の操作時

7,713 ξ g（外列）
7,145 x g（内列）

100 x 2 mL C63137

VF 6.250 
固定角度
rmax = 145 mm

5,450 - 最大、温度4°Cで
の操作時

4,824 x g 6 x 250 mL C63141

VS 4.750 
ス イ ングバ
ケ ッ ト
rmax = 188 mm 

4,700 （200～240 VAC）
4,500 （120 VAC）
4,700 - 温度4°Cでの操作
時

4,651 x g（200～240 VAC）
4,264 ξ g（120 VAC）
4,651  - × g - 温度4°Cでの
操作時

4 x 1,000 g
4 x 750 mL

C63142

VS 4.750-Hex 
ス イ ングバ
ケ ッ ト
rmax = 181 mm 

4,700 （200～240 VAC）
4,300（120 VAC）
4,700 - 温度4°Cでの操作
時

4,478 ξ g（200～240 VAC）
3,748 ξ g（120 VAC）
4,478 - x g - 温度4°Cでの
操作時

4 x 900 g
4 x 25 x 10 mL

C63143

VS 4.750-96 
ス イ ングバ
ケ ッ ト
rmax = 157 mm 

4,700 （200～240 VAC）
4,500 （120 VAC）
4,700 - 温度4°Cでの操作
時

3,884 ξ g（200～240 VAC）
3,561 x g（120 VAC）
3,884 - x g - 温度4°Cでの
操作時

4 x 500 g
4 x 4 x 96 mL

C63144

VS 2.5-96 
ス イ ングバ
ケ ッ ト
rmax = 151 mm 

5,700 （200～240 VAC）
5,400 （120 VAC）
5,600 - 温度4°Cでの操作
時

5,495 ξ g（200～240 VAC）
4,932 ξ g（120 VAC）
5,304 - x g - 温度4°Cでの
操作時

2 x 520 g
2 x 5 x 96 mL

 C6314

a. 最大速度は 1.2 g/mL の溶液濃度に基づいています。 温度 と 湿度が高い周囲条件では、ス イ ングバケ ッ ト ロー タ の速度を低下 さ せる必
要が生じ る こ と があ り ます。

b. 相対遠心力（RCF）は、特定の半径 と速度（rω2）における遠心加速度の標準重力加速度（g）に対する比で、公式：RCF = rω2/g に従
います。こ こ で、r は半径（mm）、ω は 1 秒あた り のラ ジアン で表 し た角速度（2 π rpm/60）、g は標準重力加速度（9,807 mm/s2）で
す。 数値代入後の公式：RCF = 1.12 r (rpm/1,000)2

c. ス イ ングバケ ッ ト ロー タ の場合、公称容量（ ミ リ リ ッ ト ル単位）の他に最大荷重（グ ラム単位）が記載 さ れています。 最大荷重（グ
ラム単位）には、サン プル、ボ ト ルアダプ タ 、マルチウ ェ ルプ レー ト キ ャ リ ッ ジが含まれますが、バケ ッ ト とバケ ッ ト の蓋は含ま
れません。

表 1.3  Allegra V-15Rで使用可能な ロー タ (続き)

ロー タ 形状 説明 RPMa
最大RCFb（× g）

、rmaxでの値
チ ューブの数 × 

公称容量c  
部品番

号
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Allegra V-15Rモバイル遠心機カー ト

モバ イ ルカー ト は、Allegra V-15R遠心機で使用可能で、遠心機用テーブル と し て使用で
き ます。カー ト のホ イ ールは所定の位置に ロ ッ ク す る こ と がで き 、所定の位置への配
置後にカー ト が移動する こ と を防止 し ます。カー ト の詳細については、Allegra V-15R 
Centrifuge Cart Manual（Allegra V-15R遠心機カー ト マニ ュ アル）（PN C63225）に記載 さ れ
てい ます。

警告
カー ト のホ イールは使用前にロ ッ クする必要があ り ます。

図 1.5  Allegra V-15Rモバイルカー ト
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第2章
操作

は じ めに

本章では遠心機の操作手順を説明 し ます。 本セ ク シ ョ ンの冒頭に概要が記載 さ れてい
ます。本遠心機の使用経験があ る場合は、概要を参照 し て操作手順を簡単に確認で き
ます。遠心分離のための ロ ー タ 準備の説明は、Allegra V-15R Rotors IFU（ ロ ー タ 取扱説
明書）（PN C63132）を参照 し て く だ さ い。
本章では以下の内容を説明 し ます:
 • ロ ー タ の取 り 付け
 • 手動遠心
 • プ ロ グ ラ ム遠心
 • ロ ー タ サ イ ク ル

警告
傷害または装置損傷のおそれがあ り ます。 引火性試薬や可燃性液体の蒸気が
遠心機の空冷系統に入る と 、モー ターによ っ て発火する可能性があ り ます。 
引火性の液体や蒸気の近 く で本遠心機を使用 し た り 、引火性の液体や蒸気を
本装置で実行し た り し ないで く だ さ い。

警告
汚染のおそれがあ り ます。体液に微生物が含まれない こ と を確実に保証で き
る試験は現時点ではあ り ません。B型肝炎およびC型肝炎、HIV（I～V）ウ ィ
ルス、非定型抗酸菌、特定の全身性真菌症など、感染力の特に強い病原菌の
場合、大気中浮遊粒子に対する保護を さ ら に強化する必要があ り ます。 その
他の感染性サン プルについては、各研究所の適切な手順 と 方法に従い、疾病
の蔓延を防止し て く だ さ い。検体がこぼれる と 、粒子や噴霧を生じ る可能性
があるため、粒子や噴霧の汚染に対する安全性についてのご注意を厳守し て
く だ さ い。体腔液は疾病の感染につながるため、細心の注意を も っ て扱っ て
く だ さ い。
適切な安全性対策を取る こ と な く 、本装置で毒性、病原性、放射性の物質の
遠心を実行 し てはな り ません。 リ ス ク グループIIの物質（世界保健機関の
Laboratory Biosafety Manual（実験室バイ オセーフ テ ィ 指針）に規定）を扱 う
場合は、バイ オセーフ な封じ 込めを行 う 必要があ り ます。 さ ら に リ ス クの高
いグループの物質に対 し ては、防御レベルを上げる必要があ り ます。
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ロータ の取 り 付け

Allegra V-15R Rotors Instructions For Use（Allegra V-15R ロ ー タ 取扱説明書）（PN C63132）の
記載に従っ て遠心分離用に ロ ー タ を準備 し ます。
注 室温よ り 低い温度で遠心する場合には、事前にロー タ を冷却する と 温度平衡に要する時間

を短縮で き ます。

注 チ ャ ンバーの ド アのロ ッ ク を解除 し て開ける前に、電源ス イ ッ チ をオンに し てお く 必要が
あ り ます。

注 なんらかの理由で実行を中止する場合は、電源ス イ ッ チ を切らずにSTOP  （停止）ボ
タ ン を押 し ます。

ロー タ を設置するには:

1 電源をオンに し ます。
デ ィ ス プ レ イ が点灯 し ます。 こ れで遠心機の操作準備が整い ま し た。

2 必要に応 じ て、DOOR  （ ド ア）ボ タ ン を押 し て ド ア を開け ます。
注 このコ マ ン ド はロー タ が完全に停止 し ている場合にのみ使用可能です。

注意
装置損傷の恐れがあ り ます。マ イ ク ロ タ イ タ ープ レー ト にロー タ を使用する
場合は、キ ャ リ ッ ジがプ レー ト と 一緒にバケ ッ ト に挿入 さ れている こ と を確
認 し て く だ さ い。

警告
怪我をする恐れがあ り ます。遠心機を ス ター ト する前に、ロー タ の固定ね じ
が確実に締ま っ ている こ と を確認し て く だ さ い。

3 ロ ー タ を ド ラ イ ブシ ャ フ ト の上に取 り 付け ます。 次に、 タ イ ダ ウ ン ネジ（図 2.1を
参照）を ロ ー タ 上部の穴に挿入 し ます。 片手で ロ ー タ を持ち、T型ハン ド ル ロ ー タ
用レ ンチで タ イ ダ ウ ン ネジ を時計回 り に回 し て限界ま で締め、 ロ ー タ を ド ラ イ ブ
シ ャ フ ト に固定 し ます。
注 ロー タ を取 り 付ける前に、 ド ラ イ ブシ ャ フ ト が十分に潤滑 さ れている こ と を確認 し ま

す。指示は 第4章, 遠心機の メ ン テナン ス を参照 し て く だ さ い。
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注 毎回、実行前に タ イ ダウンネジ を点検 し 、図 2.1に示 さ れている通 り にO-リ ングが取 り
付け られている こ と を必ず確認 し て く だ さ い。 また、必要に応 じ て タ イ ダウンネジの清
掃 と 潤滑を行っ て く だ さ い。

 • ロ ー タ が ド ラ イ ブシ ャ フ ト に正 し く 配置 さ れてい る こ と を確認 し ます。
 • ロ ー タ が タ イ ダ ウ ン ネジでシ ャ フ ト に固定 さ れてい る こ と を確認 し ます。

注意
怪我をする恐れがあ り ます。 ド ア を閉める と きは、 ド ア と ハウジングの間に
指を置かないで く だ さ い。

4 チ ャ ンバーの ド ア を閉めて、自動 ド ア ロ ッ ク シ ス テ ムが機能 し て ド アが完全に
ロ ッ ク さ れ る ま で、 ド ア を両手で軽 く 押 し 下げます。

ド アが正 し く ラ ッ チ さ れ る と 、START  （開始）ボ タ ンが点灯 し ます。

注意
装置損傷の恐れがあ り ます。20サイ クル後、ロー タ を取 り 外 し、シ ャ フ ト
に再度取 り 付ける（すなわち、再設置する）必要があ り ます。これによ り 、
ロー タ と モータ ーシ ャ フ ト と の適切な結合が確実にな り ます。

ロ ー タ の取 り 付け方法の詳細については、Allegra V-15R Rotors Instructions For Use
（Allegra V-15R ロ ー タ 取扱説明書）（PN C63132）の「Chapter 2: Rotor Preparation and 

Operation（第2章： ロ ー タ の準備 と 操作）」に記載 さ れてい ます。

手動遠心

手動遠心を実行するには:

1 電源ス イ ッ チを オンに し ます（図 1.2）。

図 2.1  タ イ ダウンネジ と T型ハン ド ルロー タ 用レ
ンチ

1. ロー タ 用レ ンチ、ソ ケ ッ ト サ
イズ13 mm

2. ロー タ 用 タ イ ダウンネジ
3. タ イ ダウンネジのO-リ ング
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デ ィ ス プ レ イ と START  （開始）ボ タ ンが点灯 し ます。 こ れで遠心機の操作準
備が整い ま し た。

2 DOOR  （ ド ア）ボ タ ン を押 し て、遠心機の ド アの ロ ッ ク を解除 し ます。 ド アは
自動的に開 き ます。

3 ロ ー タ を取 り 付け ます。本章の ロ ー タ の取 り 付けセ ク シ ョ ン を参照 し て く だ さ い。
注 ロー タ を取 り 付ける前に、 ド ラ イ ブシ ャ フ ト が十分に潤滑 さ れている こ と を確認 し ま

す。指示は 第4章, 遠心機の メ ン テナン ス を参照 し て く だ さ い。

注意
怪我をする恐れがあ り ます。 ド ア を閉める と きは、 ド ア と ハウジングの間に
指を置かないで く だ さ い。

4 ド ア を閉めて、自動 ド ア ロ ッ ク シ ス テ ムが機能 し て ド アが完全に ロ ッ ク さ れ る ま
で、 ド ア を両手で軽 く 押 し 下げます。

5 実行パ ラ メ ー タ を設定 し ます。（ ロ ー タ の選択、ス ピー ド 、時間、温度、加速お よ
び減速プ ロ フ ァ イ ルを参照）

 • 矢印ボ タ ン と  ENTER  （入力）ボ タ ン を使用 し て、実行のパ ラ メ ー タ を設定
し ます。

6 すべてのパ ラ メ ー タ が正 し い こ と を確認 し ます。 ド アが正 し く ラ ッ チ さ れてい る
こ と を確認 し 、START（ス タ ー ト ）ボ タ ン を押 し ます。

7 カ ウ ン ト ダ ウ ンで時間がゼ ロ にな る ま で待つか、STOP  （停止）ボ タ ン を押 し
て実行を終了 し ます。
注 なんらかの理由で実行を中止する場合は、電源ス イ ッ チ を切らずにSTOP （停止）

を押 し ます。

8 ロ ー タ が停止する と 、ブザーが有効にな っ てい る場合に音が鳴 り ます（Buzzer（ブ
ザー）を参照）。 DOOR  （ ド ア）ボ タ ン を選択 し て ド アの ロ ッ ク を解除 し ます。 
ド アは自動的に開 き ます。
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ロー タの選択
こ の フ ィ ール ド は ロ ー タ を選択する ために使用 し 、現在使用中の ロ ー タ も 表示 し ます。
注 ロー タ の選択は、遠心機が停止 し た場合にのみ変更で き ます。

重要 複数のバケ ッ ト をサポー ト するス イ ングバケ ッ ト ロー タ では、バケ ッ ト の選択が必要 と
な り ます。

1 Rotor（ ロ ー タ ）フ ィ ール ド へ移動 し ます。 移動す る には、まず コ ン ト ロ ールパネル
の左お よ び右ボ タ ン を使用 し て選択 し てか ら 、希望す る選択肢が表示 さ れた ら 、
ENTER  （入力）ボ タ ンで ロ ー タ 選択設定を適用ま たは保存 し ます。 選択する と

「set（設定）」の文字が点滅 し 始め ます。

2 互換性のあ る バケ ッ ト が複数あ る ロ ー タ を選択 し た場合、サポー ト さ れてい る バ
ケ ッ ト が順次表示 さ れます。正 し いバケ ッ ト を選択 し 、 も う 一度ENTER  （入力）
ボ タ ン を押 し て選択 し ます。

図 2.2  ロー タ の事前選択 

3 選択 し た ロ ー タ ま たは ロ ー タ /バケ ッ ト の組み合わせが適用 さ れます。

自動ロータ識別システム
Allegra V-15R遠心機には、自動 ロ ー タ 識別シ ス テ ムが装備 さ れてい ます。シ ス テ ムが複
数のバケ ッ ト と 互換性のあ る別の ロ ー タ を検出 し た場合、最大速度が最 も 低いバケ ッ
ト がシ ス テ ムに よ っ て事前に選択 さ れ、ユーザーにバケ ッ ト タ イ プを変更する オプ
シ ョ ンが与え ら れます。

ス ピー ド
遠心分離速度は、デ ィ ス プ レ イ の左上セ ク シ ョ ンに表示 さ れます（図 2.3を参照）。 使用
中 ロ ー タ の最大速度以内の実行速度を入力す る か、 ロ ー タ で到達可能な最大RCF以内の
相対遠心力（RCF）値を入力 し ます。
注 ロー タ の最大速度（およびRCF）は装置モデルによ っ て異な り ます。
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速度/相対遠心力（RCF）
遠心機の設定速度は、Speed/RCF（速度/RCF）フ ィ ール ド の上部に表示 さ れます

（図 2.3）。 実際の値は真下に表示 さ れます。速度は分あ た り の回転数（min-1 = rpm）で示
さ れ、RCF値は重力加速度（x g）の倍数 と し て表示 さ れます。 値は相互に依存 し てい ま
す。最大速度/RCF値は、使用する ロ ー タ に よ っ て異な り ます。
重要 文字RPMは表示 さ れません。代わ り に、min-1でRPMが表示 さ れます（min-1 = rpm）。

図 2.3  速度値またはRCF値の設定 

遠心分離の実行中に、パ ラ メ ー タ 速度 と RCFを変更で き ます。

時間 
設定 さ れた時間が こ の フ ィ ール ド の上部に表示 さ れ、残 り 時間ま たは経過時間が下部
に表示 さ れます。時間指定実行の開始は、設定値か ら カ ウ ン ト ダ ウ ン さ れます（遠心
開始時点か ら 始ま り 、減速フ ェーズの開始時点で終了）。最大時間は
99時間59分59秒です。 59分59秒に達する と 、単位は「h:min」か ら 「min:s」に切 り 替わ り
ます。

図 2.4  時間の設定（こ こ では時間単位「h:min」で表示） 

遠心分離中に時間パ ラ メ ー タ を変更で き ます。
重要 有効な遠心分離の実行中に時間が変更 さ れた場合、すでに経過 し た時間は考慮 さ れませ

ん。遠心機は変更後の時間ですべての実行を実施 し ます。

ホール ド 実行
Hold Run（ホール ド 実行）中、遠心機は手動で停止 さ れ る ま で連続 し て実行 し ます。遠
心機を ホール ド 実行に設定する には、次の手順を実施 し ます。
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1 Time（時間）フ ィ ール ド を選択 し てENTER（入力）ボ タ ン を押 し ます。 時間の横に
「set（設定）」 と い う 文字が表示 さ れます。 「set（設定）（設定）」表示が点滅 し ま

す。set（設定）が表示 さ れた状態でENTER（入力）ボ タ ン を押す と SET（設定）機
能が有効にな り 、set（設定）が表示 さ れていない状態でENTER（入力）を押す と
SET（設定）機能が無効にな り ます。

2 コ ン ト ロ ールパネルの右ボ タ ン を長押 し し て設定時間を99：59：59に増加 し 、ボ タ
ン を離 し てか ら も う 一度押 し て ホール ド モー ド を有効に し ます。 図 2.5に示す よ う
に、「HoLd（ホール ド ）」表示がTime（時間）フ ィ ール ド に表示 さ れます。 遠心分離
の実行中は、経過時間が表示 さ れます。
ま たは、コ ン ト ロ ールパネルの左ボ タ ン を長押 し し て設定時間を0:00:10に短縮 し 、
ボ タ ン を離 し てか ら も う 一度押 し て ホール ド モー ド を有効に し ます。

図 2.5  ホール ド 実行中の「HoLd（ホール ド ）」表示 

3 STOP（停止）ボ タ ン を押 し てHoLd（ホール ド ）実行を無効に し ます。
注 実行中は、実行をホール ド 実行から時間指定実行に変更する こ と も、時間指定実行か

ら ホール ド 実行に変更する こ と も可能です。

実行時間ク ロ ッ ク
遠心機の ソ フ ト ウ ェ アに よ り 、加速フ ェーズ を含む遠心実行時間を設定で き ます。加
速設定速度に達 し た時点で実行時間を カ ウ ン ト する 場合は、Speed（速度）フ ィ ール ド
の右上に時計の記号が表示 さ れます（図 2.6を参照）。 設定速度に達 し た時点でカ ウ ン ト
を開始する には、次の手順に従い ます。

1 Speed/RCF（速度/RCF）フ ィ ール ド 内で、実行時間時計の記号が表示 さ れ る ま で移動
し ます。 記号は、Speed（速度） と RCF（RCF）設定の両方で表示 さ れます。 記号 と 記
号の下にあ る バーが点滅 し ます。記号が表示 さ れた状態でENTER  （入力）ボ タ
ン を押す と 機能が有効にな り 、記号が表示 さ れていない状態でENTER（入力）ボ タ
ン を押す と 機能が無効にな り ます。
PN C69724AF    2-7



操作
手動遠心  
図 2.6  「実行時間ク ロ ッ ク」機能が有効です 

温度
設定値はフ ィ ール ド の上部に表示 さ れ、推定サンプル温度は下部に表示 さ れます。温
度は、実行前ま たは実行中に設定で き ます。-10°C～+40°Cの温度を選択で き ます。
注 冷却システムの作動開始前に、遠心機の ド ア を閉 じ る必要があ り ます。

図 2.7  温度の設定 

注  遠心機は運転中チ ャ ンバー内部で発生する摩擦によ る影響を受け、周囲の温度を超え る場
合があ り ます。低速実行の場合または周囲温度が低い場合、遠心機は高温に達 し ない こ と
があ り ます。

注 実行速度が高い と 、遠心機は一定の低温に達 し ない場合があ り ます。各ロー タ での詳細に
ついては、Allegra V-15R Rotors Instructions For Use（Allegra V-15Rロー タ 取扱説明書）（PN 
C63132）を参照 し て く だ さ い。

事前冷却
遠心する物質に よ っ ては、遠心機用 ロ ー タ と サンプルを事前冷却 し て、実行中にサン
プル温度が維持 さ れ る よ う にす る必要が生 じ ます。 
ロ ー タ チ ャ ンバーを事前冷却す る には、空の ロ ー タ を使用 し て、必要な温度で速度を
2,000 rpmに設定 し 、30分間のサ イ ク ルを1回実行 し ます。
Allegra V-15R遠心機には、急速事前冷却の設定 も あ り ます。本章のプ ロ グ ラ ム「Rapid 
Temp（急速温度）」を参照 し て く だ さ い。
注 室温よ り 低い温度で遠心する場合には、事前にロー タ を冷却 し 、チ ャ ンバーを運転前に冷

却する と 温度平衡に要する時間を短縮で き ます。

注 事前に冷却 さ れていないサン プルを事前冷却実行後のロー タ に配置 し た場合、平衡が完了
する まで表示温度はサン プル温度 と は異な り ます。
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注意
装置損傷の恐れがあ り ます。 温度が0°C未満の場合、チ ャ ンバー内の停滞 し
た空気によ っ て冷却コ ンポーネン ト が凍結する可能性があ り ます。 毎回の遠
心の後、サン プルはすぐ に取 り 出 し ます。 ロータ が回転 し ていない間にチ ャ
ンバーを予冷する際には、温度を8～10°Cに設定 し て く だ さ い。 そ う する こ
と で、回転 し ている ロー タ を予冷 し た と きに4～6°Cまで急速に冷却で き ま
す。

プ ログ ラム「Rapid Temp（急速温度）」
本遠心機には、特別な「Rapid Temp（急速温度）」プ ロ グ ラ ムが装備 さ れてお り 、定義
さ れた条件下で遠心機を急速に事前冷却で き ます。Rapid Temp（急速温度）プ ロ グ ラ
ムは、設定温度が実際の温度 よ り も 低い場合にのみ有効にで き ます。
重要 実際の温度が設定温度よ り も既に低い場合は、Rapid Temp（急速温度）オプシ ョ ンは使用

で き ません。

1 Temperature（温度）フ ィ ール ド に移動 し て設定温度を入力 し ます。 温度を参照 し て
く だ さ い。 

2 Rotor（ ロ ー タ ）フ ィ ール ド に移動 し て ロ ー タ を選択 し ます。 ロ ー タ の選択を参照 し
て く だ さ い。

3 メ ニ ュー項目のrun Prog（プ ロ グ ラ ム実行）へ移動 し て、ENTER  （入力）ボ タ ン
で選択 し ます。

4 左  矢印ボ タ ン を押 し て（数回押 さ なければな ら ない場合があ り ます）Rapid 
Temp（急速温度）が点滅する よ う にな っ てか ら 、Enter（入力）ボ タ ン を押 し て機
能を有効に し ます。 速度は2,000 rpmに変わ り 、時間はHoLd（ホール ド ）に変わ り ま
す。 図 2.8を参照 し て く だ さ い。

図 2.8  「Rapid Temp（急速温度）」プ ログ ラム 

5 遠心機の ド ア を閉 じ てか ら 、START （開始）ボ タ ン を押 し ます。 
Rapid Temp（急速温度）は、設定温度に達する ま で点滅 し 続け ます。
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設定温度に達する と 実行が停止 し 、Rapid Temp（急速温度）は表示 さ れな く な り ます。 
シ ス テ ムは、設定温度を無期限に、ま たはECO（エ コ）モー ド （ECO（エ コ）モー ド を
参照）が有効にな る ま で保持 し ます。
Rapid Temp（急速温度）プ ロ グ ラ ムは、次の条件下で停止 し ます。
 • 設定値に達 し た場合。実行が停止 し 、機能が有効 と な っ てい る場合はBuzzer（ブ

ザー）可聴シ グナルが発せ ら れます。
 • STOP（停止）ボ タ ンが押 さ れた場合。 即時に実行が停止 し ます。
 •  パ ラ メ ー タ が変更 さ れた場合（温度を除 く ）。
上記の条件のいずれかに よ り Rapid Temp（急速温度）実行が停止 し た場合、以前の実行
設定が再読み込み さ れ る か、変更 さ れたパ ラ メ ー タ が新 し い設定 と し て採用 さ れます。
注 システムの再加熱を防ぐ ため、Rapid Temp（急速温度）の実行後、AutoOpen（自動 ド ア

オープ ン）機能は抑制 さ れます。

ECO（エ コ）モー ド
本遠心機には、ECO（エ コ）モー ド タ イ マーに基づいて冷却シ ス テ ムの電源を自動的に
切る モー ド があ り ます。 こ のモー ド は省エネ目的で使用で き る ため、「ECO（エ コ）
モー ド 」 と 呼ばれます。ECO（エ コ ）モー ド と は、冷却シ ス テ ムの電源を オ フ に し て
チ ャ ンバーの ド アが自動的に開いた実行後の期間です。ECO（エ コ）モー ド は、事前に
選択 し た時間の経過後に有効 と な り ます。ECO（エ コ）モー ド は、0（無効）か ら 最大8
時間ま での範囲において30分刻みで設定で き ます。ECO（エ コ）モー ド が無効でチ ャ ン
バーの ド アが閉 じ た ま ま の場合、冷却シ ス テ ムは必要に応 じ て引 き続き 作動 し 、チ ャ
ンバーの温度を設定温度に維持 し ます。

ECO（エ コ）モー ド を有効/無効にする

1 DOOR   （ ド ア）ボ タ ン を押 し て、遠心機の ド ア を開け ます。

2 左矢印ま たは右矢印のボ タ ン を使っ てTime（時間）フ ィ ール ド に移動 し ます。 
重要 ECO（エ コ）モー ド を有効にするには、Time（時間）フ ィ ール ド 上に カーソルを置 く 必要

があ り ます。

3 START  （開始）ボ タ ン を3回押 し ます。 3回目は、長押 し （約2秒）す る必要があ
り ます。

4 Time（時間）フ ィ ール ド か ら 、コ ン ト ロ ールパネルの右お よ び左のボ タ ンで、実行
完了後の冷却シ ス テ ム作動継続時間を設定 し ます。 0に設定する と ECO（エ コ）モー
ド が無効 と な り 、 ド アが閉 じ てい る限 り 温度制御シ ス テ ムが無期限に作動 し 続け
ます。
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図 2.9  30分間のECO（エ コ）モー ド 設定例 

5 ENTER  （入力）ボ タ ン を押 し て設定を保存 し ます。

6 実行操作を セ ッ ト ア ッ プ し て実行 し ます。実行操作は、手動遠心実行ま たはプ ロ
グ ラ ム遠心のいずれかが可能です。
 • ECO（エ コ）モー ド タ イ マーは、実行が完了 し た後に開始 し ます。
重要 ECO（エ コ）モー ド タ イ マーが0にな る前に遠心機の ド ア を開ける と 、ECO（エ コ）

モー ド タ イ マーは停止 し ます。ECO（エ コ）モー ド タ イ マーが0にな る前に停止 し た場
合、 ド ア を閉 じ るか、コ ン ト ロールパネルのボ タ ン を押す こ と で再開で き ます。

 • ECO（エ コ）モー ド が有効にな る29分前か ら 、カ ウ ン ト ダ ウ ン タ イ マーが「ECO
（エ コ）」の文字 と 共にデ ィ ス プ レ イ に表示 さ れます。表示例を図 2.10に示 し ま

す。

図 2.10  ECO（エ コ）モー ド が有効にな る前のカ ウン ト ダウン タ イ マー例 

 • ECO（エ コ）モー ド タ イ マーが0にな る と 、遠心機の ド アが開 き「ECO（エ コ）」
と い う 文字がデ ィ ス プ レ イ に表示 さ れます図 2.11。

図 2.11  設定時間満了 と な っ たECO（エ コ）モー ド タ イ マー 

加速および減速プ ロ フ ァ イル
Allegra V-15R遠心機は、加速お よ び減速プ ロ フ ァ イ ルを使用 し て、変化の勾配お よ びサ
ンプルー勾配間の イ ン タ ーフ ェ イ ス を保護 し ます。実行す る遠心 タ イ プに応 じ たプ ロ
フ ァ イ ルを選択す る必要があ り ます。ペレ ッ ト 実行では、サンプルの混和が問題にな
ら ないため、最大の加速率お よ び減速率を適用で き ます。デ リ ケー ト な勾配を実行す
る場合、低めの設定が必要 と な る こ と があ り ます。プ ロ フ ァ イ ルが全 く 選択 さ れない
場合、本遠心機は自動的に前回の実行の加速率お よ び減速率を使用 し ます。
PN C69724AF    2-11



操作
手動遠心  
加速
Acceleration（加速）/Deceleration (減速)フ ィ ール ド に移動 し て、加速プ ロ フ ァ イ ルを選
択 し ます。 Allegra V-15Rには、10種類の加速プ ロ フ ァ イ ル（プ ロ フ ァ イ ル0～9）があ り
ます。Allegra V-15Rの加速プ ロ フ ァ イ ルに関する追加情報は、付録C, 加速お よ び減速プ
ロ フ ァ イ ルを参照 し て く だ さ い。
注 最大加速率にはプ ロ フ ァ イル9を選択 し ます。

図 2.12  加速プ ロ フ ァ イルの事前選択例 

減速
Acceleration（加速）/Deceleration (減速)フ ィ ール ド に移動 し て、遠心機を停止 さ せる減
速プ ロ フ ァ イ ルを選択 し ます。 Allegra V-15Rには、10種類の減速（ブ レーキ）プ ロ フ ァ
イ ル（プ ロ フ ァ イ ル0～9）があ り ます。減速プ ロ フ ァ イ ル0は、ブ レーキ な し で減速 し
ます。Allegra V-15Rの減速プ ロ フ ァ イ ルに関する追加情報は、付録C, 加速お よ び減速プ
ロ フ ァ イ ルを参照 し て く だ さ い。
注 最大減速率にはプ ロ フ ァ イル9を選択 し ます。ブ レーキな し で減速するにはプ ロ フ ァ イル0

を選択 し ます。

開始

START  （開始）ボ タ ンの点灯時、 こ のボ タ ン を押す と 遠心分離の実行を開始 し ま
す。
減速中にSTART（開始）ボ タ ン を押す と 、遠心機を再起動する こ と も で き ます。

中止 

遠心実行を中断す る には、STOP  （停止）ボ タ ン を押 し ます。 遠心実行が終了 し
ます。

ク イ ッ ク ス ト ッ プ：

1 「 ク イ ッ ク ス ト ッ プ」を行 う には、STOP（停止）ボ タ ン を2秒以上押 し ます。
 • 遠心機は最大減速プ ロ フ ァ イ ルで減速 し ます。
 • 「Fast（高速）」の文字がデ ィ ス プ レ イ の右下隅に表示 さ れます。
注 減速を ス ピー ド ア ッ プするために、減速中に ク イ ッ ク ス ト ッ プ を ト リ ガーする こ と も

可能です。
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2 新 し い遠心分離の実行を開始す る には、「 ク イ ッ ク ス ト ッ プ」後に遠心機の ド ア を
開けてか ら 閉 じ ます。

パルス実行
パルス実行は、START（開始）ボ タ ンが押 さ れてい る 限 り 持続する 実行です。 実質的に
は短時間実行です。

1 START  （開始）ボ タ ン を長押 し し て、パルス実行を開始 し ます。
パルス実行中、遠心機は ロ ー タ の最大速度に達する ま で最大加速率で加速 し ます。
パルス実行中、「PuLSE（パルス）」の文字がTime（時間）フ ィ ール ド に経過時間 と
共に表示 さ れます。

図 2.13  パルス実行中の「PuLSE（パルス）」表示 

2 START（ス タ ー ト ）ボ タ ン を離す と 、遠心機は最大減速プ ロ フ ァ イ ルに基づいて停
止す る ま で減速 し ます。

パルス実行が完了する と 、元のパ ラ メ ー タ （プ ロ フ ァ イ ル、時間、お よ び速度）が復
元 さ れ、表示 さ れます。

ド ア

DOOR  （ ド ア）ボ タ ンが点灯 し てい る場合、遠心機の ド ア を開け る こ と がで き ま
す。 ド ア を開け る にはボ タ ン を押 し て く だ さ い。
重要 ただ し 、遠心機の ド ア を開ける こ と がで き るのはロー タ が完全に停止 し た場合のみです。

 • ド アが開いてい る 場合、遠心機を起動で き ません。
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 • ド ア を閉め る には、自動 ド ア ロ ッ ク シ ス テ ムが機能 し て ド アが完全に ロ ッ ク さ れ
る ま で、 ド ア を両手で軽 く 押 し 下げます。

注意
怪我をする恐れがあ り ます。 ド ア を閉める と きは、 ド ア と ハウジングの間に
指を置かないで く だ さ い。

設定ロ ッ ク
偶発的な、ま たは不注意に よ る 遠心機の設定の変更を防ぐ ために、設定 ロ ッ ク 機能を
使用 し て設定を ロ ッ ク で き ます。デ ィ ス プ レ イ の右下隅にあ る南京錠の記号に移動 し
て、一時 ロ ッ ク 設定にア ク セ ス し ます。

一時ロ ッ クの有効化：

1 デ ィ ス プ レ イ の右下隅にあ る「南京錠」記号の上にカー ソ ルを置 き ます（図 2.14）。

図 2.14  有効な設定ロ ッ ク を示す「南京錠」記号 

南京錠記号が表示 さ れてい る限 り 、遠心機の設定を変更す る こ と はで き ません。

永久ロ ッ クの有効化：

重要 永久ロ ッ ク を有効にする と きは、Time（時間）フ ィ ール ド に カーソルを置かないで く だ
さ い。

1 START（開始）ボ タ ン を3回押 し 、3回目は約2秒間長押 し し ます。
南京錠記号の点滅中は永久 ロ ッ ク が有効にな っ てい ます。

2 永久 ロ ッ ク を無効にする には、同 じ 手順に従い ます。

AutoOpen（自動オープ ン）
自動 ド アオープン機能を有効にする と 、遠心分離の実行終了時に ド アが自動的に開 く
よ う に作動 さ せる こ と がで き ます。
自動 ド アオープン機能を有効にする には：
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1 矢印ボ タ ン を使用 し て カー ソ ルをAutoOpen（自動オープン）記号へ移動 し てか ら 、
AutoOpen（自動オープン）をENTER  （入力）ボ タ ンで選択 し ます。 記号 と 記号の
下にあ る バーが点滅 し 始め ます（図 2.15）。

2 ENTER（入力）ボ タ ン を押 し て機能を有効に し ます。 記号が表示 さ れた ま ま、バー
が点滅 し 続け ます。

図 2.15  自動 ド アオープ ン機能「Auto Open（自動オープ ン）」が有効 

3 再びAutoOpen（自動オープン）へ移動 し て（必要に応 じ て）、ENTER（入力）ボ タ ン
を押 し 、「Auto Open（自動オープン）」機能を無効に し ます。 こ の場合、AutoOpen

（自動オープン）記号は消え ますが、記号の下にあ っ たバーは点滅 し 続け ます。

Buzzer（ブザー）
こ の機能は、遠心実行の終了時お よ びエ ラ ー メ ッ セージの発生時に警告音信号を有効
にす る ために使用 し ます。

音信号を有効にするには：

1 カー ソ ルでBuzzer（ブザー）記号を選択 し てか ら 、選択を確定 し ます。 Buzzer（ブ
ザー）記号 と 記号の下にあ る バーが点滅 し 始め ます。 図 2.16を参照 し て く だ さ い。

2 ENTER  （入力）ボ タ ン を押 し て機能を有効に し ます。 Buzzer（ブザー）記号が
表示 さ れた ま ま、バーが点滅 し 続け ます。

図 2.16  音信号「Buzzer（ブザー）」が有効 
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3 再びBuzzer（ブザー）へ移動 し て（必要に応 じ て）、ENTER（入力）ボ タ ン を押 し て
Buzzer（ブザー）機能を無効に し ます。 こ の場合、Buzzer（ブザー）記号は消え ま
すが、記号の下にあ っ たバーは点滅 し 続け ます。

プ ログ ラム遠心

本装置の内部 メ モ リ ーはプ ロ グ ラ ム を格納で き、プ ロ グ ラ ム番号を選択 し て呼び出す
こ と がで き ます。保存 さ れたプ ロ グ ラ ムは、遠心機の電源がオ フにな っ て も メ モ リ ー
内に保持 さ れます。プ ロ グ ラ ム ロ ッ ク 機能を有効にする と 、プ ロ グ ラ ム を変更や削除
か ら 保護で き ます。 
最大50のプ ロ グ ラ ム を1～50の番号で保存で き ます。

「--」は、現在表示 さ れてい る 値が、保存 さ れてい る プ ロ グ ラ ムに関連付け ら れていな
い こ と を意味 し ます。
注 急速冷却プ ログ ラムプ ログ ラム「Rapid Temp（急速温度）」には特定の保存場所がないため

削除で き ません。

プ ログ ラムの保存
プ ロ グ ラ ムは、遠心機が停止 し た場合にのみ保存で き ます。

1 プ ロ グ ラ ムの一部 と し て保存す る パ ラ メ ー タ （ ロ ー タ の選択、ス ピー ド 、時間、
温度、加速お よ び減速プ ロ フ ァ イ ル）を入力 し ます。

2 メ ニ ュー項目のSave Prog（プ ロ グ ラ ムの保存）を選択 し てか ら 、選択を確定 し ま
す。 Save Prog（プ ロ グ ラ ムの保存）を選択する と 、「Save（保存）」表示が点滅 し ま
す。 図 2.17を参照 し て く だ さ い。

図 2.17  プ ログ ラムの保存 

3 矢印ボ タ ン を使用 し て、プ ロ グ ラ ム選択 リ ス ト か ら 使用可能な保存場所を選択 し
ます。空の保管場所が点滅表示で示 さ れます。既に使用中の保管場所が選択 さ れ
た場合、その設定が保存処理中に上書 き さ れます。
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保存 し たプ ログ ラムの読み込み と実行

1 必要に応 じ 、電源ス イ ッ チを オンに し ます（図 1.2）。

デ ィ ス プ レ イ と START  （開始）ボ タ ンが点灯 し ます。 こ れで遠心機の操作準
備が整い ま し た。

2 DOOR  （ ド ア）ボ タ ン を押 し て、チ ャ ンバーの ド ア を開け ます。 ド アは自動的
に開 き ます。

3 こ の章の ロ ー タ の取 り 付けセ ク シ ョ ンに記載 さ れてい る指示に従っ て、 ロ ー タ を
取 り 付け ます。 チ ャ ンバーの ド ア を閉めて、自動 ド ア ロ ッ ク シ ス テ ムが機能 し て ド
アが完全に ロ ッ ク さ れ る ま で、 ド ア を両手で軽 く 押 し 下げます。
注 ロー タ を取 り 付ける前に、 ド ラ イ ブシ ャ フ ト が十分に潤滑 さ れている こ と を確認 し ま

す。指示は 第4章, 遠心機の メ ン テナン ス を参照 し て く だ さ い。

注意
怪我をする恐れがあ り ます。 ド ア を閉める と きは、 ド ア と ハウジングの間に
指を置かないで く だ さ い。

4 コ ン ト ロ ールパネルの左お よ び右ボ タ ン を使用 し て メ ニ ュー項目のrun Prog（プ ロ
グ ラ ム実行）へ移動 し て、ENTER  （入力）ボ タ ンで選択 し ます。 run Prog（プ ロ
グ ラ ム実行）が選択 さ れ る と 「Run」（実行）表示が点滅 し ます。

5 希望する プ ロ グ ラ ム を選択 し てか ら 、ENTER  （入力）ボ タ ン を押 し て選択を
確定 し ます。

図 2.18  プ ログ ラムの実行 

こ れでプ ロ グ ラ ムが読み込まれま し た。
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6  START  （開始）ボ タ ン を押 し ます。

プ ログ ラムロ ッ ク
プ ロ グ ラ ム ロ ッ ク 機能を有効にする と 、「プ ロ グ ラ ムの保存」機能が無効にな り ます。
プ ロ グ ラ ム ロ ッ ク を有効にする には：

1 カー ソ ルで「ProgLock（プ ロ グ ラ ム ロ ッ ク ）」記号を選択 し てか ら 、選択を確定 し
ます。 記号 と 記号の下にあ る バーが点滅 し 始め ます。

2 ENTER  （入力）ボ タ ン を押 し て機能を有効に し ます。 記号が表示 さ れた ま ま、
バーが点滅 し 続け ます。

図 2.19  「ProgLock（プ ログ ラムロ ッ ク）」が有効 

3 こ の時点で矢印ボ タ ン を使用す る と 、機能が無効にな り ます。 こ の場合、記号は
消え ますが、バーは点滅 し 続け ます。

4 ENTER  （入力）ボ タ ン を押 し て、希望する 設定を有効に し ます。 カー ソ ルが記
号の上に置かれてい る限 り 、バーは表示 さ れた ま ま にな り ます。

ロータ サイ クル

ロー タサイ クルの表示
ロ ー タ サ イ ク ルの表示を有効にする には：

1 カー ソ ルで「Cycles（サ イ ク ル）」記号を選択 し てか ら 、選択を確定 し ます。記号が
表示 さ れ、Rotor（ ロ ー タ ）表示の前の「set（設定）」が点滅 し ます。図 2.20を参照
し て く だ さ い。
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2 すべての ロ ー タ と バケ ッ ト は矢印ボ タ ン と ENTER  （入力）ボ タ ン を使用 し て選
択で き ます。 選択 し た ロ ー タ のサ イ ク ル と 、該当す る場合は選択 し たバケ ッ ト のサ
イ ク ル も 表示 さ れます。

重要 複数のバケ ッ ト タ イ プがある ロー タ の場合、「Rotor（ロー タ ）」は任意のバケ ッ ト が選択
さ れるたびに増分 さ れます。ロー タ 数は、すべてのバケ ッ ト 数の合計 と 等 し く な る必要が
あ り ます。図 2.20を参照 し て く だ さ い。

図 2.20  表示 さ れるサイ クルの例

3 ENTER（入力）ボ タ ン を押 し てサ イ ク ル表示を終了 し ます。

最大サイ クル数
使用する ロ ー タ ま たはバケ ッ ト が既に最大サ イ ク ル数に達 し てい る場合、遠心機の実
行を開始す る たびに、START（開始）ボ タ ン、DOOR（ ド ア）ボ タ ン、お よ びデ ィ ス プ
レ イ 全体が点滅 し ます。
注 Allegra V-15R遠心機が使用する各ロー タ と バケ ッ ト の最大サイ クル数は、Allegra V-15R Rotors 

Instructions For Use（Allegra V-15Rロー タ 取扱説明書）（PN C63132）に記載 さ れています。

START  （開始）ボ タ ン を押す と 、「Cycles（サ イ ク ル）」が表示 さ れます（図 2.21）。 
START（開始）ボ タ ンが再び押 さ れ る ま で遠心機は実行を開始 し ません。

図 2.21  最大サイ クル数に達 し た場合の点滅表示
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警告
人身傷害または装置損傷のおそれがあ り ます。 ロー タ またはバケ ッ ト の最大
サイ クル数に達 し た場合、ロー タ を交換する必要があ り ます。

ロ ー タ と バケ ッ ト が交換 さ れた後、サ イ ク ル表示を リ セ ッ ト で き ます。
重要 Beckman Coulterから、サイ クル数を リ セ ッ ト するための特別コー ド を提供 し ます。弊社に

お問い合わせ く だ さ い。
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第3章
ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ手順

は じ めに

こ のセ ク シ ョ ンでは、起 こ り え る エ ラ ーコー ド と 推奨 さ れ る対応策を列挙 し 、その他
の起 こ り え る問題に対す る解決策を示 し ます。 メ ン テナン ス手順については、第4章, 遠
心機の メ ン テナン ス に記載 さ れてい ます。 本章に記載 さ れていない問題に関 し ては、
弊社にお問い合わせ く だ さ い。
注 Beckman Coulterのフ ィ ール ド サービ ス技師によ る修理を依頼する前に、お客様の責任にお

いて本装置およびロー タ や付属品の汚染除去作業を実行 し て く だ さ い。

本章では以下の内容を説明 し ます:
 • 診断エ ラ ー コー ド チ ャ ー ト
 • その他の起 こ り え る問題 と 解決策
 • 停電時にサンプルを取 り 出す方法

診断エ ラーコー ド チ ャー ト  

エ ラ ー メ ッ セージは「Error（エ ラ ー）」 と 表示 さ れ、続いて コー ド 番号が表示 さ れま
す。Buzzer（ブザー）が有効にな っ てい る場合、エ ラ ー メ ッ セージが表示 さ れ る と ブ
ザーが鳴 り ます。 問題の性質 と 推奨 さ れ る対処法を特定す る には、表 3.1を参照 し て く
だ さ い。 
推奨 さ れ る 対処法を実行 し て も 、問題が解決 し ない場合は、弊社ま でご連絡 く だ さ い。 
フ ィ ール ド サービ ス担当者に よ る問題の診断 と 解決が効率的に行われ る よ う にする た
め、次の よ う な情報を可能な限 り 収集 し て く だ さ る よ う 、お願い し ます。
 • 診断番号 と 表示 さ れた メ ッ セージ。
 • 診断すべき 状態が発生 し た際の操作条件（使用 ロ ー タ 、速度、負荷の種類な ど）。
 • なん ら かの異常な環境条件や操作条件（周囲温度や電圧変動な ど）。
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診断エ ラーコー ド チ ャー ト   
重要 DOOR  （ ド ア）ボ タ ン を押す と 、遠心機の操作続行用のエ ラーコー ド と メ ッ セージ を
確認で き ます。

表 3.1  診断エ ラーコー ド および メ ッ セージチ ャー ト

エ ラー番
号

エ ラー タ イ プ 定義/反応 推奨 さ れる対処方法

1～9 システムエ
ラー

システムエ ラー。
停止する までロー タ は惰走を継
続。

1. ロー タ を停止 さ せます。
2. エ ラーを確認するには、電源をオ フ に し

てから再度オンに し ます。
3. エ ラーが解消 し ない場合は、弊社にお問

い合わせ く だ さ い。
10～17 速度エ ラー 速度エ ラー。

停止する までロー タ は惰走を継
続。

1. ロー タ を停止 さ せます。
2. エ ラーを確認するには、電源をオ フ に し

てから再度オンに し ます。
3. エ ラーが解消 し ない場合は、弊社にお問

い合わせ く だ さ い。
22 モー タ ーエ

ラー
モー タ ーエ ラー。
停止する までロー タ は惰走を継
続。

1. ロー タ を停止 さ せます。
2. エ ラーを確認するには、電源をオ フ に し

てから再度オンに し ます。
3. 装置の周囲に十分な空間がある こ と を確

認 し ます。
4. 周囲温度 と 湿度が範囲内にである こ と を

確認 し ます。
5. 遠心機を クールダウン さ せます。
6. エ ラーが解消 し ない場合は、弊社にお問

い合わせ く だ さ い。
26 電源エ ラー 電源エ ラー。

停止する までロー タ は惰走を継
続。

1. ロー タ を停止 さ せます。
2. エ ラーを確認するには、電源をオ フ に し

てから再度オンに し ます。
3. エ ラーが解消 し ない場合は、弊社にお問

い合わせ く だ さ い。
27 電源エ ラー 電源エ ラー。

プ ロ フ ァ イルご と のロー タ 停
止。

1. ロー タ を停止 さ せます。
2. エ ラーを確認するには、Door（ ド ア）ボ

タ ン を押 し ます。
3. エ ラーが解消 し ない場合は、弊社にお問

い合わせ く だ さ い。
33～34 EEPROMエ ラー EEPROMエ ラー。

最大ブ レーキで ロー タ が停止す
る。

1. ロー タ を停止 さ せます。
2. エ ラーを確認するには、Door（ ド ア）ボ

タ ン を押 し ます。
3. エ ラーが解消 し ない場合は、弊社にお問

い合わせ く だ さ い。
37～38 EEPROMエ ラー EEPROMエ ラー。

プ ロ フ ァ イルご と のロー タ 停
止。

1. ロー タ を停止 さ せます。
2. エ ラーを確認するには、Door（ ド ア）ボ

タ ン を押 し ます。
3. エ ラーが解消 し ない場合は、弊社にお問

い合わせ く だ さ い。
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診断エ ラーコー ド チ ャー ト   3
40～43 温度エ ラー 温度エ ラー。
最大ブ レーキで ロー タ が停止す
る。

1. ロー タ を停止 さ せます。
2. 遠心機の電源をオ フ に し ます。
3. 装置の周囲に十分な空間がある こ と を確

認 し ます。
4. 周囲温度 と 湿度が範囲内である こ と を確

認 し ます。
5. 遠心機を クールダウン さ せます。
6. 低温で実行する前にロー タ チ ャ ンバー と

ロー タ を事前冷却 し て く だ さ い。
7. エ ラーが解消 し ない場合は、弊社にお問

い合わせ く だ さ い。
46 不均衡エ ラー ロー タ の不均衡エ ラー。

最大ブ レーキで ロー タ が停止す
る。

1. ロー タ を停止 さ せます。
2. エ ラーを確認するには、Door（ ド ア）ボ

タ ン を押 し ます。
3. ロー タ が正 し く 設置 さ れている こ と を確

認 し ます。
4. ロー タ の負荷の均衡が保たれる こ と を確

認 し ます。
5. ピボ ッ ト ピ ンが清潔で潤滑 さ れている こ

と を確認 し ます。
6. バケ ッ ト ピ ンポケ ッ ト が清潔である こ と

を確認 し ます。
7. エ ラーが解消 し ない場合は、弊社にお問

い合わせ く だ さ い。
50 ド アエ ラー ド ア ラ ッ チのエ ラー。

Start（開始）ボ タ ンが点灯 し な
い。
ド アが予期せずに開 く 。

1. エ ラーを確認するには、電源をオ フ に し
てから再度オンに し ます。

2. 遠心機の ド ア を閉 じ ます。
3. エ ラーが解消 し ない場合は、弊社にお問

い合わせ く だ さ い。
51～53 ド アエ ラー ド ア ラ ッ チのエ ラー。

最大ブ レーキで ロー タ が停止す
る。

1. ロー タ を停止 さ せます。
2. エ ラーを確認するには、Door（ ド ア）ボ

タ ン を押 し ます。
3. ド アのラ ッ チ を防ぐ可能性のある ものは

すべて取 り 外 し て く だ さ い。
4. 遠心機の ド ア を閉 じ ます。
5. エ ラーが解消 し ない場合は、弊社にお問

い合わせ く だ さ い。
57 ド アエ ラー ド ア ラ ッ チのエ ラー。 1. エ ラーを確認するには、Door（ ド ア）ボ

タ ン を押 し ます。
2. エ ラーが解消 し ない場合は、弊社にお問

い合わせ く だ さ い。

表 3.1  診断エ ラーコー ド および メ ッ セージチ ャー ト (続き)

エ ラー番
号

エ ラー タ イ プ 定義/反応 推奨 さ れる対処方法
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その他の起こ り える問題と 解決策  
その他の起こ り え る問題と 解決策 

診断 メ ッ セージで示 さ れない操作上の問題については表 3.2で、想定 さ れ る 原因 と 対応
策 と 共に、想定 さ れ る発生頻度の順に説明 し てい ます。 推奨 さ れ る修復手順は リ ス ト
に列記 さ れてい る 順に実行 し て く だ さ い。エ ラ ーを修復で き ない場合は、弊社ま でご
連絡 く だ さ い。

61 電源エ ラー 電源エ ラー。
最大ブ レーキで ロー タ が停止す
る。

1. ロー タ を停止 さ せます。
2. エ ラーを確認するには、Door（ ド ア）ボ

タ ン を押 し ます。
3. AC電源コー ド が し っか り と 接続 さ れてい

る こ と を確認 し ます。
4. AC電源電圧および周波数が正常な操作許

容範囲内にある こ と を確認 し ます。
5. ACコ ンセン ト を チ ェ ッ ク し ます。
6. AC電源が頻繁に中断する場合は、施設 メ

ン テナン ス を ご参照 く だ さ い。
7. エ ラーが解消 し ない場合は、弊社にお問

い合わせ く だ さ い。
70～72 通信エ ラー 通信エ ラー。

停止する までロー タ は惰走を継
続。

1. ロー タ を停止 さ せます。
2. エ ラーを確認するには、電源をオ フ に し

てから再度オンに し ます。
3. エ ラーが解消 し ない場合は、弊社にお問

い合わせ く だ さ い。
80 ロー タ エ ラー ロー タ エ ラー。

誤っ たロー タ が選択 さ れた。必
要に応 じ て設定速度を低下 さ せ
た状態であれば実行が継続。

1. ス ピー ド 設定（またはRCF設定）が正 し
い こ と を確認 し ます。

2. エ ラーが解消 し ない場合は、弊社にお問
い合わせ く だ さ い。

81～82 ロー タ エ ラー ロー タ エ ラー。
最大ブ レーキで ロー タ が停止す
る。

1. ロー タ を停止 さ せます。
2. エ ラーを確認するには、Door（ ド ア）ボ

タ ン を押 し ます。
3. ロー タ が し っか り と 固定 さ れている こ と

を確認 し ます。
4. エ ラーが解消 し ない場合は、弊社にお問

い合わせ く だ さ い。
84 ロー タ エ ラー ロー タ エ ラー。

最大サイ クル数に達 し た。
ロー タ を交換する場合は、弊社にお問い合
わせ く だ さ い。

表 3.1  診断エ ラーコー ド および メ ッ セージチ ャー ト (続き)

エ ラー番
号

エ ラー タ イ プ 定義/反応 推奨 さ れる対処方法
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ト ラ ブルシ ューテ ィ ング手順
その他の起こ り える問題と 解決策  3
表 3.2  ト ラ ブルシ ューテ ィ ング一覧

問題 問題/結果 推奨 さ れる対処方法

デ ィ スプ レ イに何も表示
さ れない

装置の電源が入っ ていない。 装置の電源をオンに し ます。
電源コー ド が差 し 込まれてい
ない。

電源コー ド が し っか り と 接続 さ れている こ と
を確認 し ます。

ヒ ューズが飛んだ。 電源ス イ ッ チ をオン（I）の位置まで回 し 、装
置を リ セ ッ ト し ます。回路ブ レーカー と
ヒ ューズを参照 し て く だ さ い。

電源が入っ ていない。 使用 し ている コ ンセン ト に電源を供給する回
路ブ レーカーの ヒ ューズを確認 し て く だ さ
い。

— エ ラーが解消 し ない場合は、弊社にお
問い合わせ く だ さ い。

遠心分離の実行を開始で
き ない

（Start（開始）ボ タ ンの
LEDが点灯 し ない）

い く つかの考え られる原因：
1. ブ レーキな し で ロー タ が

減速する エ ラーが発生 し
た可能性がある。

2. 遠心機に電力が供給 さ れ
な く な っ た。

3. 電子ボー ド の故障。

電源をオ フ/オンに し ます。
— エ ラーが解消 し ない場合は、弊社にお

問い合わせ く だ さ い。

遠心分離の実行を開始で
き ない

（DOOR（ ド ア）ボ タ ンの
LEDが点滅する）

ド アはロ ッ ク さ れていませ
ん。

ド ア を開き ます。その後 ド ア を閉めて、自動
ド ア ロ ッ ク システムが機能 し て ド アが完全に
ロ ッ ク さ れる まで、 ド ア を両手で軽 く 押 し 下
げます。

— エ ラーが解消 し ない場合は、弊社にお
問い合わせ く だ さ い。

遠心機が運転中に減速す
る

一時的な停電。 1. ロー タ が完全に停止 し 、Door（ ド ア）ボ タ
ンが点滅する まで待ち ます。

2. Door（ ド ア）ボ タ ン を押 し ます。
3. ド ア を閉 じ ます。
4. 遠心機の実行を再開 し ます。
5. エ ラーが解消 し ない場合は、弊社にお問い

合わせ く だ さ い。
システムエ ラーです。 電源をオ フ/オンに し ます。

— エ ラーが解消 し ない場合は、弊社にお
問い合わせ く だ さ い。

不均衡エ ラー サン プルに対称に負荷がか
かっ ていない。
遠心機が水平に配置 さ れてい
ない。
ド ラ イ ブの問題。
実行中に遠心機が動いた。

サン プルのバラ ン ス を と り 、実行を再開 し ま
す。

— エ ラーが解消 し ない場合は、弊社にお
問い合わせ く だ さ い。

ロー タ ヨ ークのピボ ッ ト ピ ン
が十分に潤滑 さ れていない。

ピボ ッ ト ピ ン を清掃 し 、潤滑 し ます。
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ト ラブルシューティング手順
その他の起こ り える問題と 解決策  
設定温度に達 し ない 設定温度が選択 し たロー タ と
設定速度の範囲外。Allegra 
V-15R Rotors IFU（Allegra V-15R
ロー タ 取扱説明書）を参照 し
て く だ さ い。
コ ンデンサ（吸気口）が汚れ
ている。
周囲温度が範囲外。

 • 設定速度を下げます。
 • コ ンデンサを清掃 し ます。
 • 低温または高温で遠心する場合にロー タ を

予冷または予熱 し て く だ さ い。
 • 必要な温度で速度を2,000 rpmに設定 し 、30

分間のサイ クルを1回実行 し て ロー タ チ ャ
ンバーを事前冷却 し ます。 または、実行前
にRapid Temp（急速温度）プ ログ ラムを開
始 し ます。

 • コ ンデンサを清掃 し ます。
 • 空気取 り 入れ口のベン ト が清潔である こ と

を確認 し て く だ さ い。
 • 装置の周囲に十分な空間がある こ と を確認

し ます。
 • エ ラーが解消 し ない場合は、弊社にお問い

合わせ く だ さ い。
チ ャ ンバー内の湿度が高すぎ
る。
実行中に結露が生 じ る。

 • ECO（エ コ）モー ド を有効にするか、ECO
（エ コ）モー ド 有効 タ イ マーの持続時間を

短縮 し ます。
 • 各遠心を行 う 前にチ ャ ンバー と チ ャ ンバー

のガスケ ッ ト から水分を拭い去っ て く だ さ
い。

 • 遠心を行わない間は ド ア を開けたままに し
ます。

 • 温度を周囲温度よ り も高めに設定 し ます。
 • 遠心機の電源をオ フ に し ます。
 • エ ラーが解消 し ない場合は、弊社にお問い

合わせ く だ さ い。
ド ア を開け られない ド ア ロ ッ クが解除 さ れていな

い。
ド ア ロ ッ ク を手動で解除 し 、弊社にお問い合
わせ く だ さ い。

ド アシールが固着する。 ド アシールを清掃 し ます。エ ラーが解消 し な
い場合は、弊社にお問い合わせ く だ さ い。

表 3.2  ト ラ ブルシ ューテ ィ ング一覧 (続き)

問題 問題/結果 推奨 さ れる対処方法
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ト ラ ブルシ ューテ ィ ング手順
停電時にサン プルを取 り 出す方法  3
停電時にサン プルを取 り 出す方法

警告
怪我をする恐れがあ り ます。ロー タの回転中に ド アのイ ン タ ーロ ッ ク システ
ムを無効にする操作は絶対に避けて く だ さ い。 ド ア を開ける前にロー タ が完
全停止する まで、待っ て く だ さ い。

施設が停電 し た場合、電源が回復 し た時点で遠心を再開す る必要があ り ます。停電が
長時間に及ぶ と 、 ド ア ロ ッ ク を手動で解除 し て、 ロ ー タ と サンプルを取 り 出す必要が
生 じ る場合 も あ り ます。

停電中にサン プルを回収するには:

1 電源を切 り 、電源 コー ド を装置か ら 外 し ます。

2 コ ン ト ロ ールパネルの右側の開口部か ら 、小型マ イ ナ ス ド ラ イ バーでプ ラ グ
（図 3.1）を取 り 外 し ます。

図 3.1  ド ア リ リ ース開口部へのア ク セス用プ ラ グの位置

3 付属の5 mm Tハン ド ル六角レ ンチ（図 3.2）を緊急用 ド ア リ リ ース開口部にで き る
限 り 奥ま で水平に挿入 し ます。 図 3.3を参照 し て く だ さ い。 レ ンチは、漏斗状の
チ ュ ーブを通 し て ド ア ロ ッ ク シ ス テ ムに誘導 さ れます。

図 3.2  付属のTハン ド ル六角レ ンチ（サイズ5） 

1. 緊急用 ド ア リ リ ース開口部
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ト ラブルシューティング手順
停電時にサン プルを取 り 出す方法  
図 3.3  緊急用 ド ア リ リ ースキーの挿入

警告
怪我をする恐れがあ り ます。ロータ が停止 し ていない場合は、 ド アのロ ッ ク
を解除し た り 、 ド ア を開けた り し ないで く だ さ い。

4 電動 ド ア ロ ッ ク を時計回 り に回 し て ロ ッ ク を解除 し ます。

5 六角レ ンチを取 り 外 し 、プ ラ グ を元に戻 し ます。
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第4章
遠心機の メ ン テナン ス

は じ めに

本章では定期的に実施す る必要があ る 手入れ と メ ン テナン ス手順を説明 し ます。 本マ
ニ ュ アルに記載 さ れていない メ ン テナン ス に関 し ては、弊社ま でお問い合わせ く だ さ
い。 エ ラ ー コー ド と ユーザー メ ッ セージ、お よ び推奨 さ れ る対処方法については、第3
章, ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ手順で説明 さ れてい ます。
注 Beckman Coulterの現地サービ ス技師によ る修理を依頼する前に、お客様の責任において本

装置およびロー タ や付属品の汚染除去作業を実行 し て く だ さ い。

本章では以下の内容を説明 し ます:
 • 装置の保守
 • 回路ブ レーカー と ヒ ューズ
 • 消耗品の一覧

装置の保守

遠心機、 ロ ー タ 、お よ び付属品は強度の機械的ス ト レ ス に さ ら さ れます。ユーザー自
身に よ る徹底 し た メ ン テナン ス に よ っ て寿命が延び、早期の故障を回避する こ と がで
き ます。

危険
怪我をする恐れがあ り ます。パネルを外す必要のある メ ン テナン ス手順では
常に、感電や機械によ る人身傷害の危険が伴います。電源ス イ ッ チをオ フ に
し 、本装置を主電源から切断 し た上で、このよ う な修理についてはサービ ス
技師に依頼 し て く だ さ い。

Allegra V-15Rの場合、装置の手入れに関 し ては必ず以下を遵守 し て く だ さ い。
 • 遠心機お よ び付属品の清掃には、pH値が6～8の低刺激性洗剤ま たはその他の水溶

性の低刺激性洗剤を使用 し て く だ さ い。
 • 溶剤は使用 し ないで く だ さ い。
 • 研磨剤は使用 し ないで く だ さ い。
 • 遠心機 と ロ ー タ を強い紫外線や熱応力（発熱体な ど）に さ ら さ ないで く だ さ い
重要 不適切な手入れが原因で腐食その他の損傷が生 じ た場合、製造元はいかな る責任も負わ

ず、保証ク レームも引き受ける こ と はで き ません。
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遠心機の メ ン テナンス

警告
怪我をする恐れがあ り ます。ガスダンパーは遠心機 ド ア を支えています。遠
心機の ド アが手動で閉 じ られる まで、完全に開いたままの位置にある こ と を
定期的に確認し て く だ さ い。ガスダンパーが摩耗する と、 ド アが落下 し ま
す。ガスダンパーが ド ア を完全に開いた位置で支え られな く な っ た場合、直
ちに交換する必要があ り ます。怪我を防ぐ ため、ガスダンパーは3年ご と に
交換する必要があ り ます。

定期的に以下の手順を実行する こ と で、遠心機の性能維持 と 長寿命を確実な も のに し
て く だ さ い。
 • ド ラ イ ブシ ャ フ ト は月に1回以上お よ び清掃後毎回、Spinkote（消耗品を参照）を使

用 し て潤滑 し ます。

警告
装置損傷の恐れがあ り ます。遠心機は高い機械的応力を受けるため、頻繁に
使用 さ れる モー タ ーマウン ト が老朽化 し ます。装置の損傷を防ぐ ため、モー
タ ーマウン ト は3年ご と に交換する必要があ り ます。

 • 遠心機チ ャ ンバー内を点検 し 、サンプル、ほ こ り 、あ る いは破損 し たサンプル
チ ュ ーブのガ ラ ス粒子がた ま っ ていないかを確認 し て く だ さ い。必要であれば清
掃 し ます（清掃中参照）。

 • 空気取 り 入れ口 と 排出口に障害物がないかを確認 し ます。ベン ト を清浄に保ち ま
す。

 • 遠心の合間には ス ポ ン ジや清潔な布で ロ ー タ チ ャ ンバーの結露を拭き 取 り 、凍結
を防止 し て く だ さ い。

 • 使用 し ていない と き は遠心機を開け、水分が蒸発す る よ う に し て く だ さ い。
 • チ ャ ンバーの凍結が生 じ た ら 、シ ス テ ムの霜取 り を行い、使用前にチ ャ ンバーの

水分を拭き 取っ て く だ さ い。 
シ ス テ ムの霜取 り を行 う には、温度を30°Cで20分間設定 し 、 ロ ー タ 設置済みの遠心
機を運転 し ます。（ こ れは推奨設定のため、ユーザー施設の条件に よ っ て適当に調
整 し て く だ さ い。）

 • モー タ ーベア リ ン グの損傷を避け る ために、布を使用 し て ロ ー タ チ ャ ンバーか ら
水を含むすべての液体、特にすべての溶媒、酸、お よ びアルカ リ 溶液を慎重に拭
き取 り ます。

注 使用する清掃方法や汚染除去方法が、製造元の推奨する方法 と 異な る場合には、事前に製
造元に問い合わせ、その方法が装置に損傷を与えない こ と を確認 し て く だ さ い。
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警告
怪我または汚染の危険性があ り ます。毒性、放射性、または病原性汚染の リ
ス クがある場合、ラ ボの安全担当者に相談するか施設のガ イ ド ラ イ ン を参照
し て く だ さ い。適切な個人用保護具（PPE）を必ず装着し て く だ さ い。

 • 遠心機が毒性、放射性、その他の病原性物質で汚染 さ れた場合、即時に適切な汚
染除去剤を使用 し て ロ ー タ チ ャ ンバーを清掃 し て く だ さ い。

 • ド ラ イ ブシ ャ フ ト を軽 く 潤滑す る場合は、薄い層にな る よ う に少量のSpinkoteを布
で均等に塗 り ます。図 4.1を参照 し て く だ さ い。

図 4.1  ド ラ イ ブシ ャ フ ト の潤滑

コ ンデンサ
冷却ユニ ッ ト に よ っ て圧縮 さ れ る冷却剤を冷やすために、遠心機には ラ メ ラ コ ンデン
サを使用 し た空冷式冷却シ ス テ ムが装備 さ れてお り 、空気で冷却 し ます。ほ こ り や汚
れは空気の冷却フ ロ ーの障害 と な り ます。コ ンデンサパ イ プや ラ メ ラ の粉塵は、熱交
換を低減 し 、冷却ユニ ッ ト の性能を低下 さ せます。
重要 遠心機の設置エ リ アはで き る限 り 清潔に保ち ます。

 • コ ンデンサが汚れていない こ と を月に1回以上点検 し 、必要に応 じ て清掃 し て く だ
さ い。

 • その他ご質問があ る場合は、弊社ま でお問い合わせ く だ さ い。

プ ラ スチ ッ ク製付属品
プ ラ ス チ ッ ク の耐化学薬品性は、洗浄液の温度に従っ て低下 し ます。
 • 溶剤、酸、ま たはアルカ リ 性溶液を使用 し た場合、プ ラ ス チ ッ ク 製付属品を入念

に清掃 し て く だ さ い。

1. ド ラ イ ブシ ャ フ ト
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清掃中

警告
怪我または汚染の危険性があ り ます。有害物質 と接触 し た装置の清掃前に、
適切な薬品および生物学的安全の担当者に連絡 し て く だ さ い。 遠心機を洗浄
する際は、適切な個人用保護装置（PPE）を必ず使用 し て く だ さ い。

警告
怪我をする恐れがあ り ます。ガ ラ ス管が破損 し た場合、ガ ラ スの破片がバ
ケ ッ ト またはロー タ の外へ出て し ま う 可能性があ り ます。チ ャ ンバー と チ ャ
ンバーのガスケ ッ ト を清掃する際は、鋭いガ ラ スの破片がないか、注意し て
く だ さ い。遠心機を洗浄する際は、適切な個人用保護装置（PPE）を必ず使
用 し て く だ さ い。

遠心機の清掃は頻繁に行っ て く だ さ い。 こ ぼれた液体はすぐ に拭 き取 り 、腐食性物質
や汚染物質が機器の表面に付着 し て乾燥する のを防止 し て く だ さ い。

1 洗浄する前に遠心機か ら 電源コ ー ド を抜いて く だ さ い。

2 サンプル、ほ こ り 、お よ び/ま たは破損 し た採血管に由来する ガ ラ ス粒子の蓄積を
防止する ために、布やペーパー タ オルで頻繁に拭き 取っ てチ ャ ンバーを清潔に
保っ て く だ さ い。
a. 入念に清掃する には、Solution 555の よ う な低刺激性の洗剤を使用 し てチ ャ ン

バーを洗浄 し ます
（消耗品を参照）。

b. 洗剤は水で希釈 し て く だ さ い（10の水に対 し て1の割合の洗剤）。
c. 完全に洗い流 し 、乾燥 さ せます。
d. Solution 555以外の洗浄液を使用す る場合は、耐化学性（発行物番号IN-175）を

参照する か、その洗浄液のベン ダーに問い合わせ、溶液が遠心機を損傷 し ない
こ と を確認 し て く だ さ い。

注意
装置損傷の恐れがあ り ます。Allegra V-15R遠心機のプ ラ スチ ッ ク表面に溶
媒、酸、またはアルカ リ 溶液を使用する と、プ ラ スチ ッ ク部品が損傷する可
能性があ り ます。

3 ロ ー タ を遠心機か ら 取 り 外 し 、 ド ラ イ ブシ ャ フ ト 、シ ャ フ ト の隙間、ね じ 山、お
よ び タ イ ダ ウ ンネジ を、Solution 555な どの中性洗剤 と 柔 ら かいブ ラ シで定期的に洗
浄 し ます。 
a. 洗剤は水で希釈 し て く だ さ い（10の水に対 し て1の割合の洗剤）。 
b. 完全に洗い流 し 、乾燥 さ せます。
c. ド ラ イ ブシ ャ フ ト お よ び タ イ ダ ウ ン ネジは洗浄後にSpinkoteで潤滑 し ます。
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遠心機の メ ン テナン ス
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4 遠心機の外装はSolution 555を含侵 さ せた布で拭 き取っ て ク リ ーニ ン グ し て く だ さ
い。 
洗剤は水で希釈 し て く だ さ い（10の水に対 し て1の割合の洗剤）。

重要 アセ ト ンは使わないで く だ さ い。

ガ ラ スチ ューブの破損

警告
怪我をする恐れがあ り ます。ガ ラ スチ ューブが破損 し た場合、ガ ラ スの破片
がバケ ッ ト やロー タ の外へ出て し ま う 可能性があ り ます。チ ャ ンバー と チ ャ
ンバーのガスケ ッ ト を清掃する際は、鋭いガ ラ スの破片がないか、注意し て
く だ さ い。遠心機を洗浄する際は、適切な個人用保護装置（PPE）を必ず使
用 し て く だ さ い。

1 ガ ラ ス チ ュ ーブが破損 し た場合で全てのガ ラ ス片がバケ ッ ト ま たは ロ ー タ 内にな
い場合は、チ ャ ンバー内を徹底的に清掃 し て く だ さ い。

2 チ ャ ンバーのガ ス ケ ッ ト を点検 し 、ガ ラ ス の破片が残っ ていない こ と を確認 し ま
す。
残っ てい る ガ ラ ス破片は慎重に除去 し ます。

3 チ ャ ンバー内に残っ てい る ガ ラ ス粒子を慎重に取 り 除き ます。

ガ ラ ス粒子に よ り 次の よ う な問題が発生する おそれがあ り ます。
 • ガ ラ ス粒子は、 ロ ー タ と バケ ッ ト のアルマ イ ト コーテ ィ ン グ を損傷 し て腐食 さ せ

ます。
 • ピ ボ ッ ト ピ ンのガ ラ ス粒子は、バケ ッ ト と キ ャ リ アが均等に振れ る こ と を妨げ、

不均衡を引 き起 こ し ます。
 • ロ ー タ チ ャ ンバー内のガ ラ ス粒子は、強い空気循環に よ り 金属の摩耗を引き 起 こ

し ます。 こ の金属粉塵は、 ロ ー タ チ ャ ンバー、 ロ ー タ 、お よ び遠心する 物質を汚
染す る だけではな く 、付属品、 ロ ー タ 、お よ び ロ ー タ チ ャ ンバーの表面を も 損傷
し ます。

ロ ー タ チ ャ ンバか ら ガ ラ ス粒子（お よ び摩耗に よ る 金属粉塵）を完全に除去する には、
次の手順を実行 し ます。

1 承認済みのグ リ ース（ワ セ リ ン な ど）で ロ ー タ チ ャ ンバーの上部3分の1を潤滑 し ま
す。
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遠心機のメンテナンス
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2 遠心機の電源を入れ、 ロ ー タ を中速（約2,000 rpm）で数分間回転 さ せます。
ガ ラ ス と 金属の粒子はチ ャ ンバーのグ リ ース部分に蓄積 し ます。

3 すべてのグ リ ース を布で慎重に拭き取 り ます。

4 すべてのガ ラ ス と 金属の粒子が除去 さ れ る ま で、 こ の手順（ス テ ッ プ1～3）を繰 り
返 し ます。

汚染除去

警告
怪我をする恐れがあ り ます。危険物質（感染性物質や病原性物質など）を使
用する場合は、遠心機および付属品を消毒する必要があ り ます。

遠心機 と その付属品ま たはそのいずれかが放射性ま たは病原性溶液で汚染 さ れてい る
場合、適切な汚染除去手順を実施 し て く だ さ い。Chemical Resistances（耐化学性）（発
行物番号IN-175）を参照 し 、汚染除去方法が装置の部品を損傷 し ない こ と を確認 し て く
だ さ い。

ロー タ チ ャ ンバーおよび付属品の滅菌 と消毒 

警告
人身傷害および装置損傷のおそれがあ り ます。エ タ ノ ールには引火性の危険
があ り ます。引火性試薬や可燃性液体の蒸気が遠心機の空冷系統に入る と 、
モー タ ーによ っ て発火する可能性があ り ます。 稼動中の遠心機の近 く でエ タ
ノ ールまたは他の可燃性の物資を使用 し ないで く だ さ い。

遠心機は ウ レ タ ン塗装仕上げにな っ てい ます。本表面にはエ タ ノ ール（70%）を使用で
き ます。遠心機 と 付属品の素材の化学耐性に関する 詳細は、Chemical Resistances（耐化
学性）（発行物番号IN-175）を参照 し て く だ さ い。
Beckman Coulterは こ れ ら の方法が遠心機に損傷を及ぼ さ ない こ と を検査で確認 し てい
ますが、滅菌や消毒については明示的ま たは黙示的ないかな る保証 も 行い ません。殺
菌や消毒について懸念があ る場合は、適切な方法を施設の安全性担当責任者にご相談
く だ さ い。
次の措置を検討 し ます。
 • 遠心機 と 付属品は様々な素材で構成 さ れてい ます。Beckman Coulterが推奨 し ていな

い洗浄剤や汚染除去剤を使用す る前に、洗浄剤ま たは汚染除去剤の製造元に問い
合わせて、その よ う な手順が遠心機を損傷 し ない こ と を確認 し て く だ さ い。
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遠心機の メ ン テナン ス
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 • オー ト ク レーブを行 う 場合は、個々の素材の連続耐熱性を考慮 し て く だ さ い。
滅菌や消毒について ご不明な点がご ざい ま し た ら 、弊社ま でお問い合わせ く だ さ い。

回路ブ レーカー と ヒ ューズ

Allegra V-15R遠心機には、ユーザーが交換で き る ヒ ューズはあ り ません。
なん ら かの原因で本遠心機の回路ブ レーカーが落ちた場合、電源ス イ ッ チはオ フ（O）
の位置に移動 し ます。 電源ス イ ッ チを回 し てオン（I）の位置ま で戻 し 、回路ブ レー
カーを リ セ ッ ト し ます。 すぐ に再びブ レーカーが落ち る場合は リ セ ッ ト し ないで く だ
さ い。 弊社にお問い合わせ く だ さ い。

注意
装置損傷の恐れがあ り ます。遠心機の回路ブ レーカーの リ セ ッ ト を繰 り 返す
と 、電気および電子コ ンポーネン ト に重度の損傷を与え る可能性があ り ま
す。遠心機の回路ブ レーカーの リ セ ッ ト を繰 り 返 さ ないで く だ さ い。

消耗品の一覧

部品お よ び消耗品に関す る情報については、弊社ま でお問い合わせ く だ さ い。 参考の
ため、一覧の一部を以下に示 し ます。

交換部品

消耗品
注 SDS情報については、Beckman Coulterウ ェ ブサイ ト （www.beckman.com）を ご覧 く だ さ い。

説明 部品番号

ロー タ 用 タ イ ダウンネジ C16205
Tハン ド ル六角レ ンチ、サイズ5

（緊急チ ャ ンバー ド ア開放用）
B31161

Tハン ド ル六角レ ンチ、サイズ13 368246
モバイル遠心機カー ト C63177
輸送安全装置 C63367

説明 部品番号

Solution 555（約946 cc） 339555
ス ピ ン コー ト 306812
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付録A
開梱 と 設置

は じ めに

本付録では、実験施設の設置準備のために、遠心機の開梱お よ び遠心機の設置要件に
関す る情報を提供 し ます。
本章では以下の内容を説明 し ます:
 • 設置空間の要件
 • 開梱する
 • 電気仕様
 • 動作試験

警告
人身傷害または装置損傷のおそれがあ り ます。 Allegra V-15R遠心機の重量は
110 kg（243ポン ド ）です。一人で持ち上げた り 移動 さ せた り し ないで く だ
さ い。 重い物の持ち上げについては、安全性担当責任者の指示に従っ て く だ
さ い。

設置空間の要件

警告
人身傷害または装置損傷のおそれがあ り ます。 引火性試薬や可燃性液体の蒸
気が遠心機の空冷系統に入る と 、モー タ ーによ っ て発火する可能性があ り ま
す。 引火性の液体や蒸気の近 く で遠心機を使用し た り 、引火性の液体や蒸気
を本装置で実行 し た り し ないで く だ さ い。

Allegra V-15R遠心機の適切な スペース と 位置要件は次の と お り です。
 • 遠心機は熱を発生する試験設備か ら 離 し て設置 し て く だ さ い。
 • 遠心機は十分に熱を放散で き る よ う に、換気が十分な場所に設置 し て く だ さ い。
 • Allegra V-15Rモバ イ ル遠心機カー ト （消耗品の一覧参照）、頑丈なテーブル、ま たは

実験台な どの、遠心機重量を支え振動に耐え る水平面上に遠心機を配置 し ます
（重量については、第1章, 仕様を参照 し て く だ さ い）。

 • 遠心機の全ての脚が、完全にテーブル上で支え ら れてい る こ と を確認 し て く だ さ
い。

 • 遠心機の側面 と 背面に適度な空間があ る こ と を確認 し 、十分な空気の循環を確保
し て く だ さ い。 
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開梱と設置
開梱する  
 • Allegra V-15R操作中の周囲温度が5°C（41°F）未満にな っ た り 、31°C（87.8°F）を超え
た り し ない よ う にする必要があ り ます。

 • 高度が2,000 メ ー ト ル（6,561.68フ ィ ー ト ）を超え る 場所では使用 し ないで く だ さ い。
 • Allegra V-15Rの寸法を図 A.1に示 し ます。
 • 相対湿度は75%以下を維持す る も の と し ます（結露がない こ と ）。

図 A.1  Allegra V-15R遠心機の寸法（cm/イ ンチ）

開梱する

遠心機は木製パレ ッ ト 上で段ボール箱に収納 さ れ、出荷 さ れます。簡単に取 り 出すに
は箱の上蓋 と 装置上部の発泡充填材を取 り 除いてか ら 、箱側面の上側を取 り 外 し て脇
に置 き ます。遠心機をパレ ッ ト か ら 取 り 外す と き は、助け を借 り て、次の こ と を考慮
し て く だ さ い。

警告
人身傷害または装置損傷のおそれがあ り ます。 V-15R遠心機の重量は110 kg

（243ポン ド ）です。一人で持ち上げた り 移動 さ せた り し ないで く だ さ い。 重
い物の持ち上げについては、安全性担当責任者の指示に従っ て く だ さ い。

 • 遠心機を持ち上げ る前に、必ずその重量を考慮 し て く だ さ い。
 • 遠心機は常に他の人の助け を借 り て持ち上げて く だ さ い。
 • 遠心機を持ち上げ る際は、必ず遠心機側方の底部を使用 し て く だ さ い。
 • Allegra V-15Rモバ イ ル遠心機カー ト （消耗品の一覧お よ びAllegra V-15R Mobile 

Centrifuge Cart Instructions for Use（Allegra V-15Rモバ イ ル遠心機カー ト 取扱説明書）
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開梱 と設置
開梱する  A
（PN C63225）を参照）、頑丈なテーブル、ま たは実験台な ど の、遠心機の重量を支
え振動に耐え る水平面上に遠心機を配置 し ます（重量については、第1章, 仕様を参
照 し て く だ さ い）。

重要 遠心機の全ての脚が、完全にテーブル上で支え られている こ と を確認 し て く だ さ い。

 • 輸送安全装置を取 り 外 し ます。輸送安全装置の取 り 外 し を参照 し て く だ さ い。
 • 遠心機の将来の輸送に備えて梱包材を残 し ておいて く だ さ い。

輸送安全装置の取 り 外 し
重要 輸送安全装置は、Allegra V-15R遠心機を操作する前に取 り 外 し て く だ さ い。

輸送安全装置は、輸送目的で遠心機のモー タ ーを所定の位置に固定する 2本の六角ネジ
で構成 さ れてい ます。遠心機を使用す る前に、 こ れ ら 2本のネジ を取 り 外す必要があ り
ます。

取 り 外し

1 遠心機を ユニ ッ ト の前面で持ち上げ、後方に傾けてユニ ッ ト の底部を露出 さ せま
す。

2 木製ブ ロ ッ ク な どの適切な物体を遠心機の下に置いて、遠心機を安定 さ せます。 2
本のネジが遠心機の下部パネルにあ り ます。 図 A.2お よ び図 A.3を参照 し て く だ さ
い。

3 ＃4六角レ ンチを使用 し て、2本の六角ネジ を反時計回 り に回 し てネジ を取 り 外 し ま
す。

4 遠心機を別の場所に移動ま たは出荷す る必要があ る 場合に備えて、輸送安全装置
のネジ を保存 し ます。

図 A.2  輸送安全装置 図 A.3  固定ネジの位置

1. 取 り 外 し が必要な固定ネジ
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開梱と設置
電気仕様  
電気仕様

危険
感電の危険性を減らすため、本装置は3股プ ラ グ付き電源コー ド と 接地 し た
3線式コ ンセン ト を使用 し ています。 コ ンセン ト が正し く 配線 さ れ接地処理
さ れている こ と を確認 し ます。
 • 電源の電圧が、遠心機に貼付 さ れた銘板の示す電圧に一致する こ と を確

認 し ます。
 • 3線を2線に変換する アダプ タの使用は厳禁です。
 • 2線の延長コー ド や、接地処理 さ れていない複数の2線コ ンセン ト の付い

た延長コー ド などは絶対に使用 し ないで く だ さ い。
 • チ ャ ンバー ド アの上や近 く に液体の入っ た容器を置かないで く だ さ い。 

液体がこぼれて遠心機内に浸入する と 、電気系統のコ ンポーネン ト を破
損する可能性があ り ます。

 • Allegra V-15R用の電源コー ド は、電源を切断するために使用する切断デ
バイ スです。電源コー ド にア ク セスするために、遠心機の周囲に十分な
空間がある こ と を確認 し て く だ さ い。

 • 安全を確保するため、本装置は リ モー ト の緊急ス イ ッ チに接続 し （望ま
し く は本機が設置 さ れた部屋の外またはその部屋の出口付近）、誤作動
の際に本機を主電源から切 り 離せる よ う にする必要があ り ます。

感電の危険性を低減する ため、遠心機は2.5 m（8フ ィ ー ト ）の3線式の電源コー ド と プ
ラ グに よ っ て接続、接地 さ れます。
重要 で き るだけ、装置に付属の電源ケーブルを使用 し て く だ さ い。

適切な電源 コー ド が含まれていない場合は、現地の電気お よ び安全規格に適合する 電
源コ ー ド を取得す る必要があ り ます。
表 A.1  Allegra V-15Rに適 し た電源プ ラ グ と コ ンセン ト

部品番号 定格 適切なプ ラ グ 適切な コ ンセン

C63124、C63125 120 VAC、60 Hz、16A

C63126、C63127 220-240、50 Hz、9.5A

C63128、C63129
200 VAC、50/60 Hz、
10.8A
208 VAC、60 Hz、10.3A
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開梱 と設置
動作試験  A
追加の電気仕様は、仕様に記載 さ れてい ます。
重要 電圧について疑問があれば、 ド ラ イ ブの稼動状態における電圧を有資格の技師に測定 し

て も ら います。

重要 電源の平均変動は、公称電源電圧の+/-10%を超えてはな り ません。

動作試験

注 遠心機の電源を接続 し 、電源ス イ ッ チ をオンの位置にする と 、 ド ア を開ける こ と がで き ま
す。

当社ではお客様がテ ス ト 運転を実行 し 、出荷後の遠心機が正常な動作条件であ る こ と
を確認する よ う にお勧め し ます。遠心機の操作方法については第2章, 操作を参照 し て
く だ さ い。

C63161、C63190 220-240 VAC、50 Hz、
9.5A

C63186、C63187 220 VAC、60 Hz、10.3A

表 A.1  Allegra V-15Rに適 し た電源プ ラ グ と コ ンセン ト (続き)

部品番号 定格 適切なプ ラ グ 適切な コ ンセン
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付録B
保管 と 輸送

は じ めに

こ の付録では、Allegra V-15R遠心機の保管要件、お よ び遠心機の輸送準備に関する情報
を提供 し ます。
本章では以下の内容を説明 し ます:
 • 寸法 と 重量
 • 保管条件
 • 輸送に関す る注意事項
 • 輸送安全装置

警告
人身傷害または装置損傷のおそれがあ り ます。 Allegra V-15R遠心機の重量は
110 kg（243ポン ド ）です。一人で持ち上げた り 移動 さ せた り し ないで く だ
さ い。 重い物の持ち上げについては、安全性担当責任者の指示に従っ て く だ
さ い。

寸法と 重量

仕様 Allegra V-15R 

高 さ ： 368.3 mm（14.5イ ン
チ）

ド ア を開けた状態での高 さ ： 844.5 cm（33.25イ ン
チ）

幅: 604.5 mm（23.8イ ン
チ）

奥行き： 635 mm（25.0イ ンチ）
重量： 110 kg（242.5ポン ド ）
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保管と輸送
保管条件  
保管条件

保存時の温度お よ び湿度の状態は、第1章の仕様に記載 さ れた環境要件に従 う 必要があ
り ます。 遠心機は、初期の包装状態で最大1年間保管可能です。
 • 本装置は必ず乾燥 し た室内で保管 し て く だ さ い。 
 • 許容保管温度は-20°C～+60°Cです。
 • 1年以上保管 し たい場合や、海外発送を ご希望の場合は、弊社ま でご連絡 く だ さ い。

輸送に関する注意事項

本装置を輸送 し た り 長期的に保管 し た り する 場合には、本装置の破損を避け る ため、
弊社ま で問い合わせ、適切な指示や支援を受けて く だ さ い。

警告
人身傷害または装置損傷のおそれがあ り ます。 Allegra V-15R遠心機の重量は
110 kg（243ポン ド ）です。一人で持ち上げた り 移動 さ せた り し ないで く だ
さ い。 重い物の持ち上げについては、安全性担当責任者の指示に従っ て く だ
さ い。

遠心機を輸送する ためには、次の推奨事項に従っ て く だ さ い。
 • 輸送安全装置を設置 し ます。輸送安全装置 セ ク シ ョ ン を参照 し て く だ さ い。
 • 遠心機を持ち上げ る前に、必ずその重量を考慮 し て く だ さ い。
 • 遠心機は常に他の人の助け を借 り て持ち上げて く だ さ い。
 • 遠心機を持ち上げ る際は、必ず遠心機側方の底部を使用 し て く だ さ い。
 • 輸送には、適切な包装を使用 し 、可能であれば元の包装を使用 し て く だ さ い。元

の包装の詳細については、付録A, 開梱する を参照 し て く だ さ い。

輸送安全装置

注意
傷害または装置損傷のおそれがあ り ます。 遠心機を輸送する前に、輸送安全
装置のネジ を挿入する必要があ り ます。

輸送安全装置は、装置の底部に使用す る2本の六角ネジで構成 さ れてい ます（図 B.1お
よ び図 B.2を参照）。 2本のネジは、輸送目的で遠心機のモー タ ーを所定の位置に固定 し
ます。 
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輸送安全装置  B
設置

1 遠心機を ユニ ッ ト の前面か ら 持ち上げ、後方に傾けてユニ ッ ト の底部を露出 さ せ
ます。

2 木製ブ ロ ッ ク な どの適切な物体を遠心機の下に置いて、遠心機を安定 さ せます。
図 B.1を参照 し て く だ さ い。

3 装置の初期設置時に取 り 外 し た2本の六角ネジ を遠心機の底部の穴に挿入 し ます。
モー タ ーの穴 と 位置合わせ し て、ネジがモー タ ー と 噛み合 う よ う に し ます。

4 ＃4六角レ ンチを使用 し て、2本の六角ネジ（図 B.2を参照）を時計回 り に締めて
モー タ ーを固定 し ます。

図 B.1  輸送安全装置 図 B.2  固定ネジの位置 

1. 正 し く 取 り 付け られた輸送安全装置のネ
ジ
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付録C
加速お よ び減速プ ロ フ ァ イ ル

は じ めに

こ の付録では、Allegra V-15R遠心機で使用す る加速お よ び減速プ ロ フ ァ イ ルに関する 追
加情報を提供 し ます。

Allegra V-15Rプ ロ フ ァ イルの説明

Allegra V-15Rに よ っ て作成 さ れた加速プ ロ フ ァ イ ルは、加速率の増加を反映 し て0～9の
番号が付け ら れてお り 、9が最大値 と な り ます。減速プ ロ フ ァ イ ルに も 、減速率の増加
を反映 し て0～9の番号が付け ら れてい ます。プ ロ フ ァ イ ル0はブ レーキ な し で減速 し ま
す。表 C.1を参照 し て く だ さ い。
加速プ ロ フ ァ イ ル9は、0 rpmか ら 設定速度ま での最大加速率を提供 し ます。 こ のプ ロ
フ ァ イ ルは、 ロ ー タ の慣性モー メ ン ト に依存 し ます。他のプ ロ フ ァ イ ルでは、 ロ ー タ
慣性は加速時間に寄与す る1つの要因にすぎ ません。加速プ ロ フ ァ イ ル0～8は、0 rpm～
1,000 rpmの非線形加速率を提供 し ます。 こ れ ら のプ ロ フ ァ イ ルは、効率的な加速を提
供 し なが ら サンプルを保護する こ と を目的 と し てい ます。1,000 rpmを超え る 速度には
線形勾配が適用 さ れます。 
減速プ ロ フ ァ イ ル9は、設定速度か ら 0 rpmま での最大減速率を提供 し ます。 こ のプ ロ
フ ァ イ ルは、 ロ ー タ の慣性モー メ ン ト に依存 し ます。減速プ ロ フ ァ イ ル8か ら 1は、
1,000 rpmか ら 0 rpmま での非線形減速率を提供 し ます。 こ れ ら のプ ロ フ ァ イ ルはま た、
効率的な減速を提供 し なが ら サンプルを保護する こ と を目的 と し てい ます。設定速度
か ら 1,000 rpmに減速する 場合は、線形勾配が適用 さ れます。
Allegra V-15Rの加速お よ び減速プ ロ フ ァ イ ルの表を表 C.1に示 し ます。
表 C.1  Allegra V-15Rの加速および減速プ ロ フ ァ イル

Profile

加速 減速

1,000 RPMまで
の時間（秒）

勾配 > 1,000 RPM
（rpm / sec）

1,000 RPMまでの
時間（秒）

勾配 > 1,000 RPM
（rpm / sec）

9名 Max Max
8 10 200 10 200
7 15 150 15 150
6 20 100 20 100
5 40 50 40 50
4 60 33 60 33
3 80 25 80 25
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加速および減速プロファイル
Allegra V-15R プ ロ フ ァ イルの説明  
2 100 20 100 20
1 118 17 118 17
0 200 10 惰走（ブ レーキな し ）

表 C.1  Allegra V-15Rの加速および減速プ ロ フ ァ イル (続き)

Profile

加速 減速

1,000 RPMまで
の時間（秒）

勾配 > 1,000 RPM
（rpm / sec）

1,000 RPMまでの
時間（秒）

勾配 > 1,000 RPM
（rpm / sec）
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略語

A — ア ンペア

Btu — 英国式温度単位

bps — ビ ッ ト 毎秒

°C — 摂氏

CE — 該当する欧州指令への適合を示す、欧
州共同体マーキング 

cm — センチ メ ー ト ル

dBA — デシベル

°F — 華氏

ft — フ ィ ー ト

g — グ ラム

h — 時間

Hz — ヘルツ

ID (管理 ID)] — 識別子

IEC — 国際電気標準会議

in. — イ ンチ

ISO — International Organization for 
Standardization（国際標準化機構）

kg — キログ ラム

kW — キロワ ッ ト

L — リ ッ ト ル

lb — ポン ド

LCD — 液晶表示

m — メ ー ト ル

mL — ミ リ リ ッ ト ル

mm — ミ リ メ ー ト ル

n — 数字

NRTL — Nationally Recognized Testing Laboratory
（米国国家認証試験機関）

PN — 製品番号

RCF — 相対遠心力

Rmax — 最大半径

RPM — 1分当 り の回転数

SDS — 安全性デー タ シー ト

V — ボル ト

Vac — 交流電流のボル ト 数

W — ワ ッ ト

WEEE — Waste Electrical and Electronic 
Equipment（廃電気・電子製品） 
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Beckman Coulter, Inc.
Allegra V-15R遠心機の保証

以下に指定す る 例外お よ び諸条件お よ びBeckman Coulter, Inc.の保証条項、お よ び販売時に有効
な諸条件の下、Beckman Coulterは当社ま たは当社の認定す る販売代理店が最初の購入者に対 し
てAllegra V-15R冷却遠心機（本製品）を納入 し た日 よ り 2年以内に、本製品の材質お よ び仕上げ
に欠陥が発生 し た場合、独自の判断に よ り 、製品を修理ま たは交換す る こ と に よ っ て欠陥を修
正する こ と に同意 し ます。ただ し それは、当社の調査や工場検証に よ っ て、同欠陥が通常の正
し い使用状況の も と で発生 し た こ と が明 ら かに さ れた場合に限 り ます。
コ ン ポーネ ン ト ま たは付属品の中には、性質上2年以上機能 し ない も のや、2年以上の使用を想
定 し て設計 さ れていない も のがあ り ます。その よ う な コ ン ポーネ ン ト と 付属品の一覧は、製造
元お よ びBeckman Coulterの営業所で管理 さ れてい ます。本保証の下で販売 さ れた製品に適用 さ
れ る一覧 も 本保証の一部 と みな さ れます。その よ う な コ ン ポーネ ン ト や付属品が妥当な期間を
通 じ て妥当に機能 し ない場合、Beckman Coulterは独自の判断に よ り 、同 コ ン ポーネ ン ト や付属
品を修理ま たは交換 し ます。妥当な期間 と 妥当な機能の定義は、ひ と えにBeckman Coulterが判
断 し ます。

交換
製品に欠陥があ る と 購入者が主張す る場合は、Beckman Coulterの要求に応 じ て、購入者が送料
負担の上、製造工場に製品を返送す る必要があ り ます。製造工場か ら 購入者への返送料は、製
品に欠陥があ る と 判明 し ない限 り 購入者の着払い と し ます。製品に欠陥があ る と 判明 し た場合
はBeckman Coulterが全ての輸送費を負担 し ます。

条件
Beckman Coulterは、Beckman Coulter製ではない製品や付属品に対する 保証はいた し ません。そ
の よ う な製品ま たは付属品に欠陥が見 ら れた場合は、それぞれの製品や付属品の製造元か ら 製
造元の保証に基づいた修正を得 る ために、当社は購入者に対 し て適切な支援を提供 し ます。
本書の対象 と す る製品が、当社に よ っ て公認 さ れたサービ ス技師以外に よ り 修理、改造 さ れた
場合、明示的、黙示的にかかわ ら ず全ての保証におけ る 義務か ら 当社は免除 さ れ る も の と し ま
す。但 し 、当社がその よ う な修理を小規模だ と 判断 し た場合、ま たは新 し いBeckman Coulter製
プ ラ グ イ ン コ ン ポーネ ン ト を同製品に取 り 付け る と い う 改造作業に過ぎない場合はその限 り で
はあ り ません。

免責条項
上述の保証は、すべての適性の保証、商品性の保証に代わ る も のであ り 、製品の製造、使用、
販売、取 り 扱い、修理、保全、交換か ら 派生す る 一切の特別損害ま たは結果的損害に対 し て、
Beckman Coulterが責任を負わない こ と を、お客様は明示的に同意す る も の と し ます。
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Allegra V-15R Rotors（ロー タ ）
Instructions For Use（取扱説明書）
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Allegra V-15R Mobile Centrifuge Cart 
Instructions For Use（Allegra V-15Rモバイル
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の安全性に関する注意）
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機）
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PN C63194
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